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　この報告書は，川内川激甚災害対策特別緊急事業に伴って，平成

１９年度及び平成２１年度から平成２２年度にかけて実施した薩摩郡さつ

ま町に所在する二渡船渡ノ上遺跡と山崎野町跡Ａの発掘調査の記録

です。

　二渡船渡ノ上遺跡では，縄文時代中期から近代までの遺構・遺物

が発見されました。特に，平安時代の中国産の磁器が出土したこと

は，川内川を使用した当時の交易の様子を示すものとして注目され

ます。

　対岸の山崎野町跡Ａでは，縄文時代早期から近代までの遺構・遺

物が発見されました。中でも，野町跡に関連すると思われる遺構や

当時の生活がうかがえる陶磁器の発見が注目されます。

　本報告書が，県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，

埋蔵文化財に対する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普

及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省九州地方整備

局川内川河川事務所，さつま町教育委員会，関係各機関及び発掘調

査に従事された地域の方々に厚くお礼申し上げます。

　平成２３年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　山　下　�　美

序　　　文
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特記事項　　 主 な 遺 物　 　主 な 遺 構主 な 時 代種　別所 収 遺 跡 名

船元式土器，春日式土器縄文時代中期散布地 二  渡  船  渡  ノ  上  遺  跡 
ふた わたり ふな わたし の うえ い せき

上加世田式土器，滋賀里式土器，入佐式土 器，黒川式土器，
刻目突帯文 土器，石鏃，石匙，石錐，スク レイパー，石核，
剥片，黒曜石，打製石斧，磨製石斧，石錘 ，磨石，敲石

埋設土器�
土坑�

縄文時代晩期

刻目突帯文土器，高橋式土器，黒髪式土器弥生時代

成川式土器古墳時代

土師器，須恵器，土錘，輸入陶磁器（越州窯）土坑�，ピット�古代

白磁，青磁，青花・染付，陶器，須恵器，土師器，石製品，
火打ち石，白磁の小坏

礫集積�中世～近世

畝�，溝�
杭(105)，石列�
石組�，水田�

近代

押型文土器，塞ノ神式土器，苦浜式土器，石鏃，石匙，磨石，
石斧，敲石，軽石製品，黒曜石

集石遺構�縄文時代早期散布地 山  崎  野  町  跡  Ａ 
やま さき の まち あと えい

曽畑式土器，深浦式土器，大歳山式土器，条痕文土器，船元
式土器，春日式土器，並木式土器，出水式土器，西平式土器，
黒川式土器，刻目突帯文土器，石鏃，石匙，スクレイパー，
剥片，石核，石錘，石斧，敲石，磨石，石皿，礫器，黒曜石

縄文時代前期
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高橋式土器
成川式土器

弥生時代　
～古墳時代

土師器，須恵器掘立柱建物跡�古代～中世

染付，陶器（肥前・唐津），薩摩焼（平佐・龍門司），煮繭鍋礎石建物跡�，布
基礎�

近世以降

　二渡船渡ノ上遺跡では，縄文時代中期～近代の遺構・遺物が発見されている。縄文時代中期は，船元式土器の出土が注目され
る。縄文時代晩期は，用途不明の土坑が検出され，上加世田式土器～刻目突帯文土器や打製石斧が多く出土している。古代は，
土坑・ピットが検出され，土師器・須恵器・土錘・青磁が出土し，中でも当時の交易の様子がうかがえる越州窯の碗，水注など
の輸入陶磁器は注目される。  山崎野町跡Ａでは，縄文時代早期から近世に至るまでの幅広い時代の遺構・遺物が発見された。
特に縄文時代は，遺物の出土数に比べて土器型式の多様性が際立つ。また，近世の遺構・遺物では大型の礎石建物跡が見られる
ほか，17世紀から19世紀にかけての陶磁器類が出土しており，白薩摩の土瓶や肥前系大皿，製糸関連の遺物（煮繭鍋）などが見
られる。

要約
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１　本書は，川内川激甚災害対策特別緊急事業に伴う二渡船渡ノ上遺跡及び山崎野町跡Ａの発掘調
査報告書である。

２　二渡船渡ノ上遺跡は，鹿児島県薩摩郡さつま町二渡に所在し，山崎野町跡Ａはさつま町山崎に
所在する。

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所から鹿
児島県教育委員会が依頼を受け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　二渡船渡ノ上遺跡の発掘調査は，平成１９年１２月４日～平成２０年２月２７日，平成２１年９月７日～
１１月２７日，平成２２年１月２０日～平成２２年３月１９日にかけて実施し，整理作業・報告書作成は平成
２１年度～平成２２年度に実施した。
　　山崎野町跡Ａの発掘調査は，平成２２年１月２０日～平成２２年３月１９日，平成２２年７月１日～平成
２２年７月２７日にかけて実施し，整理作業・報告書作成は平成２２年度に実施した。

５　遺物番号は，通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　土器表面に赤色顔料と炭化物・煤が確認できる場合は，実測図中に赤色と灰色で示した。

８　本書で用いたレベル数値は，国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所が提示した工事計画
図面に基づく海抜絶対高である。

９　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，各年度の調査担当者が行った。空中写真撮影は，
二渡船渡ノ上遺跡を有限会社ふじたに委託し，山崎野町跡Ａを有限会社スカイサーベイ九州に委
託した。

１０　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て内山伸明・森雄二が行った。

１１　土器・陶磁器等の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て森が行った。

１２　石器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て森が行い，一部は株式会社九州文化財研究
所・株式会社埋蔵文化財サポートシステムに委託し，監修は内山・森が行った。

１３　自然科学分析は，株式会社加速器分析研究所・株式会社パレオ・ラボに委託した。

１４　遺物の写真撮影は，�岡康弘が行った。

１５　本書の編集・執筆の分担は次のとおりである。
　　第１章　発掘調査の経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森　
　　第２章　遺跡の位置と環境・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森　
　　第３章　二渡船渡ノ上遺跡の調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森　
　　第４章　山崎野町跡Ａの調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内山
　　第５章　自然科学分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森
　　第６章　総括・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内山・森

１６　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，遺物注
記の略号は二渡船渡ノ上遺跡が「ＦＷ」，山崎野町跡Ａの確認調査が「山ノマチＡ」，本調査が
「ノマチＡ」である。
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　平成１８年７月，薩摩地方北部を記録的な豪雨が襲った。

特に川内川流域は県境を越えた宮崎県えびの市から河口

の薩摩川内市まで甚大な被害を受ける災害となった。同

年１０月には，川内川激甚災害対策特別緊急事業（平成１８

～２２年度の５か年）が採択され，復興へのスタートを切

ることとなった。

　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた

め，各開発関係機関との間で，事業区域内における文化

財の有無及びその取扱いについて協議し，諸開発との調

整を図ってきた。この事前協議制に基づき，同年１１月，

国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所（以下，川

内川河川事務所）は，川内川激甚災害対策特別緊急事業

に先立って，４１か所の事業対象地内における埋蔵文化財

の有無について鹿児島県教育庁文化財課（以下，県文化

財課）に照会した。

　この計画に伴い県文化財課は，平成１８年１２月に川内川

流域の湧水町・菱刈町・大口市・さつま町・薩摩川内市

内の埋蔵文化財分布調査を実施した結果，１８か所につい

て埋蔵文化財調査が必要であることが明らかとなった。

　この結果をもとに，平成１９年２月に川内川河川事務所

は，県文化財課へ埋蔵文化財調査対象地の試掘調査実施

を依頼し，県文化財課は同月の下ノ原Ｂ遺跡（伊佐市）

の調査を皮切りに，調査着手の条件が揃ったところから

試掘調査を進めることとなった。

　さつま町二渡船渡ノ上遺跡については，平成１９年３月

８日に県文化財課が用地買収済部分を対象に試掘調査を

実施し，遺物包含層が残っていると考えられる部分（約

４，０００㎡）について本調査の対象となることが明らかと

なった。

　本調査は，用地買収の進捗にあわせ，平成１９年１２月～

平成２０年２月，平成２１年９月～１１月，平成２２年１月～３

月の３期に分けて県立埋蔵文化財センターが実施した。

最終的な調査面積は当初に比べ遺跡の拡がりが確認され

たことから，５，０００㎡であった。

　さつま町山崎野町跡Ａ地点については，平成２１年２月

１６日と平成２１年１１月５日・６日に県文化財課が試掘調査

を実施し，遺物包含層の存在が確認された。

　本調査は，用地買収の進捗にあわせ，平成２２年１月～

３月と平成２２年７月の２回に分けて県立埋蔵文化財セン

ターが実施した。最終的な調査面積は，３，８００㎡ であっ

た。

　整理・報告書作成作業については，平成２１年４月～平

成２２年３月と平成２２年４月～平成２３年３月の２期にわ

たって県立埋蔵文化財センターで実施し，平成２３年３月

に報告書刊行の運びとなった。
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　二渡船渡ノ上遺跡と山崎野町跡の分布調査は，平成１８

年１２月２６日に川内川河川事務所からの依頼を受け，県文

化財課が実施した。

　二渡船渡ノ上遺跡の工事対象地は，周知の埋蔵文化財

包蔵地として把握されている部分を中心に，工事の内容

と遺跡の現状を把握しながら調査を進めた。

　また，山崎野町跡Ａ地点については，周知の埋蔵文化

財包蔵地ではなかったが，野町の略図に見える「板倉」

や「ムシロ倉」の位置にあたることもあり，表面採集と

ともに地形の現状について野町略図と照合しながら調査

を進めた。

　なお，山崎野町跡は，川内川本流とそれに合流する久

富木川沿いにあり，築堤や掘削等の工事箇所も数か所に

分かれたことから，分布調査も各箇所を対象に実施し，

国土交通省管轄部分をＡ地点，県土木部河川課管轄部分

をＢ・Ｃ・Ｄ地点として対応することとし，本報告部分

は川内川と久富木川の合流点にあたる部分で，Ａ地点と

することとした。

　その結果，二渡船渡ノ上遺跡は，隣接する圃場整備工

事の際に遺構・遺物が発見されていることや，畑地表面

から遺物が採集されること等から，工事対象地は試掘調

査の実施が必要と判断した。

　また，山崎野町跡Ａ地点についても，野町略図との関

係を把握する必要性があることから，試掘調査の実施が

必要と判断した。
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　中尾　　理

　調 査 企 画　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課長補佐　　　　　　前原　浩一

　　　　　　　　　主任文化財主事兼　　　　　　　

　　　　　　　　　埋蔵文化財係長　　　青�　和憲

　調 査 担 当　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　前迫　亮一

　調 査 協 力　　さつま町教育委員会

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　川添　俊行

　　　　　　　　　主　　査　　　　　　村原　政樹 
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　二渡船渡ノ上遺跡の試掘調査は平成１９年３月８日に買

収済の土地を対象に実施した。

　調査は，約３×３ｍを基本とするトレンチを６か所設

定し，小型バックホウによる掘下げを中心に進めた。地

層の確認と遺構・遺物の有無についてチェックしながら

掘下げを行った。トレンチは，状況に応じて拡張しなが

ら進めた。

　その結果，１～４トレンチからは，遺構・遺物共に発

見されなかった。

　５トレンチ及び６トレンチでは古代から中・近世の遺

構・遺物が確認された。

　また，６トレンチから北東方向にかけて，縄文時代晩

期頃の遺物が表面採集や切り通しの土層断面で観察でき

たことから，かつて町教委が調査した区域にかけて遺跡

が続いている可能性が高いことが判明し，約４，０００㎡ に

ついて本調査が必要となった。試掘調査の総面積は５６．６２

㎡であった。
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　　木原　俊孝

　調 査 企 画　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課長補佐　　　　　　　前原　浩一

　　　　　　　　　主任文化財主事兼　　　　　　　　

　　　　　　　　　埋蔵文化財係長　　　　青�　和憲

　調 査 担 当　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　　前迫　亮一

　調 査 協 力　　さつま町教育委員会

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　　川添　俊行

　　　　　　　　　主　　査　　　　　　　村原　政樹

　立 会 者　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　　　　　　　　　専門職　　　　　　　　山本　幸次

　　　　　　　　　専門員　　　　　　　　酒匂　俊輔
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　山崎野町跡Ａ地点の試掘調査は，用地買収の進捗を見

ながら，平成２１年２月１６日（第１次試掘調査）と平成２１

年１１月５日・６日（第２次試掘調査）の２回に分け，県

文化財課が実施した。

　第１次試掘調査は，買収済の土地を対象に，約３×３

ｍを基本とするトレンチを４か所設定し，小型バックホ

ウによる掘下げを中心に進めた。地層の確認と遺構・遺

物の有無についてチェックしながら掘下げを行った。ト

レンチは，状況に応じて拡張しながら進めた。

　その結果，１～４のいずれのトレンチからも遺構は検出

されなかった。また，明瞭な遺物包含層も確認できなかっ

た。

　ただし，１トレンチ付近は，野町に関連すると考えら

れる近世の倉跡等が想定される部分であることや，２トレ

ンチや３トレンチの表土及びその周辺からは縄文時代の

遺物が出土したため，約４，０００㎡ について本調査が必要

となった。第１次試掘調査の総面積は３２．４８㎡であった。
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　　有川　昭人

　調 査 企 画　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課長補佐　　　　　　　福山　徳治

　　　　　　　　　主任文化財主事兼　　　　　　　　

　　　　　　　　　埋蔵文化財係長　　　　堂込　秀人

　調 査 担 当　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　　前迫　亮一

　調 査 協 力　　さつま町教育委員会

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　　川添　俊行

　　　　　　　　　主　　査　　　　　　　村原　政樹

　立 会 者　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　　　　　　　　宮之城出張所　所　　長　佐藤　耕作

　　　　　　　　　　　　　　　技術係長　橋本裕二郎
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　第２次試掘調査は，第１次調査後に買収された土地を

中心に，約２×３ｍを基本とするトレンチを８か所設定

し，小型バックホウによる掘下げを中心に進めた。掘下

げは地層の確認と遺構・遺物の有無についてチェックし

ながら行った。

　トレンチは，状況に応じて拡張しながら進めたため，

２トレンチの２×１７ｍのようにロングトレンチとなるも

のや１トレンチのように調査面積が５０㎡ を越えるもの

もあった。試掘調査総面積は１６３．６㎡であった。

　その結果，１～４トレンチからは，表土下で礎石と考

えられる石や石列，竈跡，土坑等が検出された。

　５・６トレンチは２０年ほど前の製材所解体工事により，

攪乱を受け遺構面が残存していなかった。近世以前に関

して，旧石器時代相当層まで掘り下げたが，遺物包含層

は確認できなかった。 
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　７・８トレンチでは，表土除去後すぐに縄文時代晩期

相当の土器や石斧，黒曜石が出土し，土坑も検出された。

　２回の試掘調査結果をふまえ，１～４トレンチ周辺と

７・８トレンチ周辺について，本調査が必要なことが判

明した。
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　　課　　長　　　　　　　有川　昭人

　調査企画　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　課長補佐　　　　　　　　中尾　純則

　　　　　　　　埋蔵文化財係長　　　　　堂込　秀人

　調査担当　　鹿児島県教育庁文化財課

　　　　　　　　文化財主事　　　　　　　中村　和美

　調査協力　　さつま町教育委員会

　　　　　　　　課　　長　　　　　　　　川添　俊行

　　　　　　　　主　　事　　　　　　　　小倉　浩明

　　　　　　　　埋蔵文化財専門員　　　　佐藤　真人

　立 会 者　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　川内川河川事務所

　　　　　　　　工　務　課　　　　　　　佐藤　亜彦 

二渡船渡ノ上遺跡

備考
包含層までの
深さ（�）

時代・時期遺物遺構面積（㎡）トレンチＮｏ．

－－－９．００１

－－－７．８４２

－－－９．００３

－－－７．８４４

Ⅳ・Ⅴ層４０古代～中近世
土師器
陶磁器

柱穴？７．２８５

遺構は近世の
灌漑施設か？

５０古代～中近世
土師器
陶磁器

石列，溝１５．６６６

５６．６２　　㎡調査総面積

山崎野町跡Ａ

備考
包含層までの
深さ（�）

時代・時期遺物遺構面積（㎡）トレンチＮｏ．

－－－９．８０①

－－－７．２０②

－－－９．００③

－－－６．４８④

２０近世以降陶器竈跡，礎石石列５２．３０１

１０～７０近世以降礎石３４．００２

４０～５０近世以降土坑３４．８０３

－－－１２．７０４

－－－９．８０５

－－－８．００６

Ⅲ層：明茶褐色
土

３０縄文時代晩期土器－６．００７

Ⅱ層：茶褐色土１０縄文時代晩期
土器，石斧
黒曜石

土坑６．００８

１９６．０８　　㎡調査総面積
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（網フセは，旧宮之城町が平成１２年に調査した範囲，番号のないトレンチは，本調査中に試掘を実施）
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　二渡船渡ノ上遺跡は，用地買収の進捗に応じて平成１９

年１２月４日～平成２０年２月２７日（作業員実働４９日間），

平成２１年９月７日～１１月２７日（作業員実働４４日間），平

成２２年１月２０日～３月１９日（作業員実働３７日間）の期間

で行った。調査面積は，５，０００㎡である。

　山崎野町跡Ａについては，平成２２年１月２０日～平成２２

年３月１９日（作業員実働３７日間），平成２２年７月１日～

７月２７日（作業員実働１９日間）の期間で行った。調査面

積は，３，８００㎡である。
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　本調査に係る期間の組織体制は，年度ごとにまとめる

と以下のとおりである。
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　所　　　　　長　　　宮原　景信

　調 査 企 画　　　次長兼総務課長　　　平山　　章

　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　新東　晃一

　　　　　　　　　調査第一課長　　　　池畑　耕一

　　　　　　　　　主任文化財主事

　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　中村　耕治

　調 査 担 当　　　文化財主事　　　　　東郷　克利

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　森　　雄二

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　富山　孝一

　事 務 担 当　　　総務係長　　　　　　寄井田正秀

　調 査 指 導　　鹿児島国際大学短期大学部

　　　　　　　　　名　誉　教　授　　　三木　　靖

　　　　　　　　鹿児島大学法文学部

　　　　　　　　　教　　　　　授　　　渡辺　芳郎
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　所　　　　　長　　　山下　�美

　調 査 企 画　　　次長兼総務課長　　　齋藤　守重

　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　青�　和憲

　　　　　　　　　調査第一課長　　　　中村　耕治

　　　　　　　　　主任文化財主事

　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　宮田　栄二

　調 査 担 当　　　文化財主事　　　　　佐藤　義明

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　森　　雄二

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　�岡　康弘

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　永�　功治

　事 務 担 当　　　総務係長　　　　　　紙屋　伸一

　調 査 指 導　　鹿児島大学法文学部

　　　　　　　　　准　　教　　授　　　本田　道輝

　　　　　　　　鹿児島大学法文学部

　　　　　　　　　准　　教　　授　　　森脇　　広
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　調 査 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　調 査 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　所　　　　　長　　　山下　�美

　調 査 企 画　　　次長兼総務課長　　　田中　明成

　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　中村　耕治

　　　　　　　　　調査第一課長　　　　長野　眞一

　　　　　　　　　文化財主事

　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　八木澤一郎

　調 査 担 当　　　文化財主事　　　　　森　　雄二

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　�嶋　敦洋

　事 務 担 当　　　総務係長　　　　　　大園　祥子
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　本調査は，事業区内の用地買収の進捗に合わせ，４期

に分けて実施した。１期調査は，平成１９年１２月～平成２０

年２月の約３か月で二渡船渡ノ上遺跡２，０００㎡ を調査し

た。２期調査は，平成２１年９月～平成２１年１１月の約３か

月で二渡船渡ノ上遺跡２，１８０㎡ を調査した。この２期調

査の中で確認調査を実施したところ，二渡船渡ノ上遺跡

の範囲が自然堤防上に拡大することが明らかになった。

そこで３期調査は，平成２２年１月下旬～平成２２年３月の

約２か月で二渡船渡ノ上遺跡の遺跡拡大範囲の８２０㎡ と

山崎野町跡Ａ２，８５０㎡を併行して調査した。４期調査は，

平成２２年７月の１か月で山崎野町跡Ａ９５０㎡を調査した。

　調査面積は，二渡船渡ノ上遺跡が５，０００㎡，山崎野町

跡Ａが３，８００㎡ である。計画していた調査をすべて終了

した。なお，調査の詳しい経過は，各遺跡の調査日誌に

基づき，第３章・第４章で略述する。 
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　発掘調査報告書作成に伴う出土遺物及び遺構実測図面

等の整理作業は，二渡船渡ノ上遺跡に関して平成１９年度

の調査終了後に一時開始したが，本格的な作業は平成２１

年度・平成２２年度に実施した。平成２１年度は，９月から

１１月（二渡船渡ノ上遺跡），翌年１月から３月（二渡船

渡ノ上遺跡と山崎野町跡Ａ）の２回の発掘調査と並行し

て基礎作業（遺物の注記・接合と遺構図面の整理）と土

器実測の一部を行った。平成２２年度は，７月に実施した

山崎野町跡Ａ発掘調査と並行して，両遺跡の基礎作業か

ら遺物の分類・実測など報告書作成作業全般を行った。

　作業は県立埋蔵文化財センターで行い，報告書は平成

２２年度に２遺跡の内容を合本で刊行することとした。
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　報告書作成に係る期間の組織体制は，年度ごとにまと

めると以下のとおりである。
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　作 成 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　作 成 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　所　　　　　長　　　　山下　�美

　作 成 企 画　　　次長兼総務課長　　　　齋藤　守重

　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　　　青�　和憲

　　　　　　　　　調査第一課長　　　　中村　耕治

　　　　　　　　　主任文化財主事

　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　　　　宮田　栄二

　作 成 担 当　　　文 化 財 主 事　　　　佐藤　義明

　　　　　　　　　文 化 財 主 事　　　　森　　雄二

　事 務 担 当　　　総 務 係 長　　　　紙屋　伸一
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　事 業 主 体　　国土交通省九州地方整備局

　　　　　　　　川内川河川事務所

　作 成 主 体　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　　鹿児島県教育庁文化財課

　作 成 統 括　　鹿児島県立埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　所　　　　　長　　　　山下　�美

　作 成 企 画　　　次長兼総務課長　　　　田中　明成

　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　　　中村　耕治

　　　　　　　　　調査第一課長　　　　長野　眞一

　　　　　　　　　文 化 財 主 事

　　　　　　　　　兼調査第一課第二調査係長　　　　八木澤一郎

　作 成 担 当　　　文化財主事　　　　　　内山　伸明

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　　森　　雄二

　事 務 担 当　　　総 務 係 長　　　　　　大園　祥子

　企 画 担 当　　　文化財主事　　　　　　関　　明恵

　　　　　　　　　文化財主事　　　　　　黒川　忠広

　調 査 指 導　　鹿児島大学法文学部

　　　　　　　　　教　　　授　　　　　　渡辺　芳郎
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　整理作業の具体的経過については，主な作業を月ごと

に記しておく。
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◇４月～７月

　注記，分類・選別，復元（平成１９年度の遺物）

◇８月・９月

　土器実測

◇１２月～３月

　洗浄，注記，分類・選別，復元

��������

◇４月

　洗浄，注記，分類・選別，復元

◇５月～７月

土器復元，図面整理，遺構トレース，遺物実測，石器

実測委託

◇８月

　洗浄，注記，分類・選別，復元

◇９月・１０月

土器復元，図面整理，遺構トレース，遺物実測・ト

レース，科学分析委託，石器実測委託

◇１１月・１２月

　写真撮影，レイアウト，原稿執筆，印刷起案・入札

◇１月～３月

　校正，遺物・図面等の整理，収納作業

��������	
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　平成２２年１１月２９日　次長ほか３名

��������	
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　平成２２年１２月１日　所長ほか９名



－７－

�������	
��


�������	


　遺跡の所在するさつま町は，伊佐市・出水市・薩摩川

内市・霧島市に接し，周囲は北に矢筈岳・宮ノ尾山・国

見岳，東に安良岳・烏帽子岳・中ノ岳・片城山・船見岳，

南に八重山・冠岳・雄岳，西に紫尾山に囲まれ，川内盆

地の一部となっている。

　さつま町の中央をほぼ南北に流れる川内川は，熊本県

白髪岳（１４１７ｍ）に源を発し，宮崎県えびの市を中心と

した西諸県盆地を流れ，本県の大口盆地，川内平野を貫

流し，東シナ海に注ぐ，幹線流路１３７�，流域面積１６３６

�２の九州屈指の河川である。流域の市町は，宮崎県えび

の市，本県の湧水町・伊佐市・さつま町・薩摩川内市の

三市二町であり，川内川に合流する支流は１０９河川を数え

る。支流には，北から柊野を流れる夜星川，平川大薄を

流れる大薄川とが紫尾で合流して柏原までの夜星川，上

平川から下平川，海老川を経て推込付近までの海老川，

泊野・母ヶ野・一ツ木・白男川を流れて川口までの泊野

川，仮屋原で南方川と合流し，田原，時吉を経て轟の瀬

付近までの穴川，祁答院から久富木を流れて山崎までの

久富木川がある。その他，屋地を流れる東谷川，豊川・

虎居を流れる後川，船木を流れる五反田川，二渡を流れ

る大山口川などの小さい支流がある。川内川とこれに流

入するこれらの河川による浸食・運搬・堆積により，沖

積地や河岸段丘が形成されている。この地域の地質は四

万十累層群を基盤としている。北部の紫尾山地は四万十

累層群とこれに貫入した花崗閃緑岩からなる。南部及び

東部には四万十累層群に貫入した火山岩類が低い山地を

形成している。また，紫尾山地を除く広い範囲に今から

約３０万年前から約２万５千年前の火砕流堆積物が分布し

ている。

　今回報告する２遺跡は，川内川と久富木川の合流地点

から約２５０ｍ上流に架かる県道薩摩山崎停車場線の山崎

橋付近に位置する。川内川右岸の標高約２０ｍの自然堤防

が二渡船渡ノ上遺跡で後背地に水田が開けている。北か

ら小河川の大山口川が流れ川内川に合流する。標高は，

川内川に近いほど高く，大山口川にいくほど低くなって

いく。その高低差は約７ｍある。川内川及び大山口川の

影響と水田等に土地を利用されていたことから砂・シル

ト・粘土などが堆積し，桜島や霧島火山噴出のローム層

をほとんど確認できない。また，二渡船渡ノ上遺跡の範

囲は，地形的にみて川内川に沿って上流の方へのびてい

るものと思われる。二渡船渡ノ上遺跡の対岸で久富木川

と川内川に挟まれた地点が山崎野町跡Ａである。地形は，

久富木川が南へ大きく弯曲し川内川に合流するために三

方を河川に囲まれ，標高約１９ｍの河岸段丘である。河川

の氾濫による砂泥の堆積層と浸食による切り立った岸が

が見られる。
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　さつま町の中央を流れる川内川やその支流周辺には肥

沃な台地が多く，先史時代から人々の生活に適した地域

であったと考えられる。山崎と二渡においても周囲に各

時代の遺跡があり，人々の生活を窺い知ることができる。

　旧石器時代の遺跡と断定できないが，米ノ山遺跡が久

富木の台地上に存在する。平成５年度に県文化財課が

行った分布調査で黒曜石の剥片を採集し，細石核の調整

剥片があることから旧石器時代の遺跡である可能性があ

る。現在のところ旧石器時代遺跡の発見例は数少ないが，

川内川を中心とする生活圏が存在した可能性は高い。

　縄文時代の遺跡は，大畝町園田遺跡，園田遺跡や甫立

原遺跡等が代表的である。まず，久富木に所在する大畝

町園田遺跡では，早期の手向山式土器，前期の轟式土器，

曽畑式土器，中期の阿高式土器，後期の出水式相当土器，

晩期の黒川式土器等が出土し，この地域で長期間安定し

た生活が営まれていた様相が窺える。また，虎居に所在

する甫立原遺跡では，縄文時代早期の押型文土器が出土

している。さらに，虎居海老川に所在する松尾城及び宗

功寺跡では，縄文時代早期・中期・晩期の土器や磨製の

鑿形石斧を含む石器等が出土している。その他，東下原

遺跡・西下原遺跡・舟木原遺跡・原畑遺跡・下原遺跡・

坪井遺跡・米ノ山遺跡・川添遺跡・宮ヶ原遺跡・諏訪下

遺跡・荒瀬上原遺跡・上大原遺跡・内堀遺跡・山角遺

跡・上原遺跡・下川内遺跡・丸岡遺跡・茶屋ヶ段遺跡な

どが発見されている。

　弥生時代の遺跡は，町内で少ない。大畝町園田遺跡や

時吉地区一帯及び湯田地区の山越，湯田原地区では弥生

時代の土器片が発見されている。

　古墳時代の遺跡は，成川式土器が町内各地で採集され

ており，柊崎遺跡・舟木原遺跡・下原遺跡・四目ヶ迫遺

跡・坪井遺跡・鷹ノ巣遺跡・米ノ山遺跡・堂ノ前遺跡・

川添遺跡・宮ヶ原遺跡・荒瀬上原遺跡・前床遺跡・上大

原遺跡・内堀遺跡・上原遺跡では，成川式土器片が採集

されている。また，原畑遺跡・西下原遺跡・下川内遺跡

では，成川式土器片が多量に散布し，東下原遺跡では，

成川式土器に加えて須恵器が採集されている。加えて本

遺跡からは距離があるが，薩摩隼人の墓制といわれる地

下式板石積石室墓が別府原古墳群・日露古墳・湯田原古

墳・小松原古墳にあり，鉄刀・鉄剣・鉄鍬などが副葬品

として出土している。また，湯田原や轟原で採集された

土器には高坏が多く，内外面に丹を塗り研磨されたもの

がある。

　古代には，さつま町は薩摩国高城郡に属する。『和名抄』

には，高城六郷として合志・飽田・鬱木・宇都・新多・

託万の名があげられている。合志を鶴田町神子に，鬱木

を宮之城町一ツ木に，新多を薩摩川内市新田八幡宮付近

に比定する説がある。平安時代の遺跡は発見例が少なく，
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坪井遺跡・上大原遺跡が発見されている。

　平安時代末期には，大前氏が山崎を含む祁答院地方を

支配する。その後，南北朝時代に関東から下向した渋谷

氏が祁答院地方を支配することが，「祁答院記」や「山

崎名勝志再撰方志ら遍帳留」及び「三国名勝図絵」など

からうかがわれる。これら資料によると本遺跡周辺は，

祁答院氏第七代重茂の三男重直が山崎城の領主，東郷渋

谷氏第六代氏親の七男正重が二渡地区の北西側にある山

城「高城」の領主となりこの地域を支配していたことが

わかる。そして，永禄９年（１５６６年）十三代良重の代で

約３００年にわたる渋谷氏の支配が終わり，島津氏の支配が

始まった後に，豊臣秀吉が天正１５年（１５８７年）に島津討

伐のため薩摩へ侵攻し，肥後路を南下してきた。その際，

豊臣秀吉は５月３日に薩摩に入り川内の泰平寺で島津義

久の降伏を受け入れ，帰路の途中，当時から交通の要所

であった二渡を通り川内川の対岸にある山崎城に泊を

とったといういわれが有名である。この頃の遺跡には，

山城の長松院跡・舟木の古城跡・高城跡・山崎城跡・久

富木城跡・松尾城跡・於天城跡・余ヶ城跡が知られてい

る。また，城館跡の恋ノ巣城跡と古戦場の牧の峯，寺医

院跡の浄福寺跡，法円寺跡が知られている。平成５年の

分布調査で青磁が上原遺跡から採集された。また，土師

器が柊崎遺跡から採集された。他にも大畝町園田遺跡・

上大原遺跡が知られている。

　近世の頃になると「旧記雑録」に寛永１６年（１６３９年）

の外城薩摩三十七か所の中に山崎郷の名があり，慶長１９

年（１６１４年）大村郷から久富木村が山崎郷に加わり，明

暦から万治（１６５５～１６６０年）の頃に東郷渋谷氏の勢力藩

であった二渡・白男川・泊野の３つの村が加わり，山崎

を含め５つの村で郷が成り立った。地理的に山崎郷は，

私領の宮之城・入来・藺牟田と境を接し，四方（大村・

樋脇・副田・宮之城）への街道が交差しているので交通

の要衝であった。そのため山崎郷の藩政時代は島津氏の

直轄地（地頭所）であった。当初，地頭仮屋は山崎野町

の宿場屋敷付近にあったが，文化１１年（１８１４年）に現在

の山崎小学校付近に移され明治維新まで続いた。その頃

の山崎野町の様子については宮之城町史に絵図（第３図）

があり，山崎町の十文字付近から川内川岸までの間に名

頭屋敷と部当屋敷が道の両側に並び，町人が生活してい

た様子がうかがえる。また，今回発掘調査を行った場所

には山崎輿御倉があったと考えられ，その関係で宿場が

あり，目前に流れる久富木川のところを宿場渕と呼んで

いた。

　山崎野町跡は川内川の支流である久富木川にかかる東

橋の西側一帯に位置する。川内川激甚災害対策特別緊急

事業に伴う県道山崎川内線（山崎２東橋）改良事業に伴

い，平成２１年９月７日から平成２１年９月１８日まで調査を

実施している。トレンチ調査の結果，宅地として造成，

盛土され，遺物包含層は確認されなかった。しかし，久

富木川に面した石垣については，実測を行い記録保存が

なされた（第４図）。

　石垣上部は切石を各段の高さを水平に揃えて積まれ，

一部セメントの使用も確認できる。また，周辺地域の歴

史からも明らかなように，明治初期に宅地の造成が行わ

れた時期のものであることが確認できた。さらに，石垣

東端部は昭和年間に至るまで道路工事で使われた長方形

の平石の隅を立てて積む谷積であった。隣接する東橋の

建設に伴い，昭和初期に一部改築されたものと考えられ

る。石垣下部は，自然石を加工せずに積み上げただけで

石の形に統一性がなく，石同士がかみ合っていない。排

水性に優れているが，技術的に初期の石積法である。明

治以前に築かれたもので江戸時代の野町に関連する石垣

と考えられる。なお，近世の遺跡は，寺院跡の清庵寺跡

と養庵寺跡がある。
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　当時の産業で特筆されるものは，養蚕・茶業及び稲作

がある。養蚕は，島津家二代忠長が加世田から宮之城に

移封されたときに同行した家臣が養蚕業を興したと言わ

れる。また，茶業は，宮之城島津家４代久通が京都の宇

治から茶の実を持ち帰り栽培したのが始まりと言われて

いる。山崎郷御仮屋文書の明治３年の諸廻文に茶業が記

され，現在でも地域の高台では盛んに栽培されている。

近世中期である享保年間には，各地で新田開発が盛んに

行われ，二渡地区の二渡新田は享保１４～１６年（１７２９～１７３１

年）の頃の宮之城島津家による開発と伝えられている。

なお当一帯の水田への用水は，川内川の上流にある泊野

川から水を引き南瀬までの延長約７．５�にわたる井手溝

からの用水が現在も使われており，途中には岩盤を掘り

抜いた隧道が何か所もある。

　次に交通は，街道による陸上交通の要衝であったこと

は前述したが，川内川の舟運も重要であった。島津忠長

の家老稲冨掃部介長元（元周）が川舟を造らせ，川内川

を下らせたのが舟運の起こりと言われ，慶長の頃（１６００

年代）から，宮之城と川内の間で舟による荷物・旅客の

往来が行われた。当時の荷物は，下りが米・雑穀・木 
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備考
時代

地形所在地遺跡名番
号 近世中世古代古墳弥生縄文旧石器

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地船木柊崎１

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地船木舟木原２

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地船木下原３

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地船木原畑４

中世山城跡●台地船木長松院跡５

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●台地船木字坪井ほか四目ヶ迫６

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●●●台地船木坪井７

●台地船木於天城跡８

中世城館跡●丘陵船木字城ノ段恋ノ巣城跡９

中世山城跡●台地船木舟木の古城跡１０

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●台地船木鷹ノ巣１１

中世山城跡●丘陵二渡高城跡１２

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地二渡宮ヶ原１３

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●丘陵二渡ほか諏訪下１４

●丘陵北原宮下原１５

●河岸段丘二渡清庵寺跡１６

本報告書・町発掘調査報告書（１０）●●●●自然堤防二渡二渡船渡ノ上１７

一部消滅，中世山城跡●丘陵山崎山崎城跡１８

●河岸段丘山崎山崎野町１９

●河岸段丘山崎養庵寺跡２０

●台地山崎浄福寺跡２１

●河岸段丘山崎貝俣２２

●台地山崎余ヶ城跡２３

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●台地船木堂ノ前２４

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●●台地久富木米ノ山２５

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●●台地山崎上原２６

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地山崎内堀２７

山麓緩斜面山崎大窪大窪２８

河岸段丘山崎州之元州之元２９

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●台地山崎山角３０

中世城館跡●台地久富木字上横橋松尾城跡３１

町発掘調査報告書（１）●●河岸段丘久富木大畝町園田大畝町園田３２

●台地久富木法円寺跡３３

中世山城跡●丘陵久富木久富木城跡３４

古戦場●●丘陵山崎牧の峯３５

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地山崎荒瀬荒瀬上原３６

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●自然堤防二渡ほか川添３７

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●河岸段丘山崎荒瀬ほか前床３８

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●●●台地山崎荒瀬上大原３９

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●丘陵久富木ほか茶屋ヶ段４０

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●丘陵久富木ほか丸岡４１

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●●台地山崎久富木荒瀬ほか下川内４２

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●台地久富木北原ほか西下原４３

H５年度県教委分布調査（Ⅲ）●台地久富木北原ほか東下原４４

備考
時代

地形所在地遺跡名番
号 近世中世古代古墳弥生縄文旧石器

昭和６２年度町教委文化財調査●低地・古墳入来町副田小字下永北下永北４５

昭和６２年度町教委文化財調査●●低地入来町副田小字後迫後迫４６

昭和６２年度町教委文化財調査●●低地入来町副田小字永山永山４７

昭和６２年度町教委文化財調査●低地入来町副田小字上永北上永北４８

昭和６２年度町教委文化財調査●●低地入来町副田小字寺畑寺畑４９
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材・木炭・船材で，上りが塩・魚・砂糖・焼酎・骨粉・

獣骨だった。その後，大口－加治木の交通が盛んになり，

明治期に著しく衰退した。

　近代から現在にかけては，明治１０年に起きた士族によ

る武力反乱であった西南戦争で，西郷軍の勇義隊と振武

隊が官軍に追われ衝突を繰り返しながら，同年６月下旬

には宮之城から山崎へて副田に敗走した。幸い山崎郷内

での交戦はなかったが，副田において両軍が戦闘した際

に勇義隊が炊き出しに使った米は，山崎郷組蔵から持ち

出されたものであった。また官軍の一部は山崎麓筋へ向

かい麓船渡場から川内川を二渡に渡り，東郷に進出して

いた大隊と連絡している。明治２２年４月町村制の施行で

山崎郷が山崎村となり，これまでの５つの村が大字と

なった。昭和２８年の町制で山崎町となり，さらに昭和３０

年に旧宮之城町と合併し，２００５年３月に鶴田町・薩摩町・

宮之城町が合併し現在のさつま町となっている。

　産業は前述した養蚕が盛んに行われ，明治７年の「山

崎郷御仮屋文書」に山桑で養蚕していたことが記され，

明治３０年代から大正時代末までに山崎村だけでも２つの

製糸工場が稼働し，約１５０名の従業員が働いていた。また，

煙草は明治８年に税を納めることで煙草の製造販売が可

能となり，盛んに生産され始めた。明治３６年の煙草の作

付面積と生産高は，宮之城村の５．５�で６，１９０㎏であった

のに対し，山崎村は４８．３８�で４２，０６９㎏ と他の地域に比

べ飛び抜けて生産が盛んであった。明治３７年煙草専売法

が公布され，国の専売事業となったあとも，近年まで生

産が続いた。他にも馬の飼育が盛んで，大正から昭和の

初期には，山崎橋下で婦人財嚢と呼ばれる賞金付きの草

競馬が催され賑わったと言われている。

　次に交通は，古くから交通の要所であり，今日に至る

まで変わっていない。明治２６年３月に県道鹿児島－宮之

城線が開削され，久富木川に東橋が架橋された。その後，

明治３２年に架け替えられ，さらに，昭和８年に鉄筋コン

クリート製の東橋となった。また，明治２８年に県道川内

－山崎線が開削され，川内川に板橋であったが山崎橋が

架橋された。その後，大正１４年に７月鉄筋コンクリート

製の山崎橋となった。これら２つの橋は，近年まで利用

されていたが，平成１８年７月の災害で新しく架け替えら

れることになった。また公共交通機関は，大正７年１０月

に宮之城－川内間で乗合自動車が運行される。県内にお

いても乗合自動車の営業運行は当時ほとんどなく，バス

事業の草分けであった。昭和２１年には，省営バス（現Ｊ

Ｒバス）北薩線（鹿児島－宮之城線）が開通し，山崎の

役場前に山崎町駅ができた。ほかにも鉄道が大正１５年５

月川内－宮之城間に国鉄宮之城線が開通し，薩摩山崎駅

ができた。その後，昭和１２年１２月宮之城線は大口まで伸

びたが，自動車の普及で昭和６２年１月に廃止になった。

参考文献

宮之城町教育委員会　１９８５　「大畝町園田遺跡」『宮之城

町埋蔵文化財発掘調査報告書』

（１）

宮之城町教育委員会　１９９２　「甫立原遺跡」『宮之城町埋

蔵文化財発掘調査報告書』（２）

宮之城町教育委員会　１９９５　「諏訪原遺跡」『宮之城町埋

蔵文化財発掘調査報告書』（６）

宮之城町教育委員会　２００２　「二渡船渡ノ上遺跡」『宮之

城町埋蔵文化財発掘調査報告書』

（１０）

宮之城町史編纂委員会　２０００　『宮之城町史』

鹿児島県教育委員会　１９９４　『北薩・伊佐地区埋蔵文化財

分布調査報告書』（Ⅲ）

鹿児島県教育委員会　２００２　「松尾城跡」『鹿児島県埋蔵

文化財センター発掘調査報告書』

（４２）

入来町教育委員会　　１９８７　『入来町文化財調査報告書』

原口虎雄　　　　　　１９８２　『三國名勝圖會』第三巻　図

書出版青潮社

原口泉　永山修一　日隈正守　松尾千歳　皆村武一　　

１９９９　『鹿児島県の歴史』山川出版

社

河口貞徳　　　　　　１９８８　『日本の古代遺跡３８鹿児島』

保育社

鹿児島県土木部河川課　　　　　　　　　　　　　　　

１９９２　『鹿児島の河川・海岸』
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　平成１９年３月８日に行われた県文化財課の事前調査を

受けて，平成１９年１２月から平成２０年２月までと，平成２１

年９月から１１月，平成２２年１月から３月の計９か月間の

本調査を行った。

　調査は，対象区域全体を用地境界座標点のＺ４（Ｘ：

－１２５７５０．６６７，Ｙ：－５４５３１．５０８）とＺ６（Ｘ：－１２５７８２．７６１，

Ｙ：－５４３８２．６９５）の２点を直線で結び，その延長上で

Ｚ６から南方にある調査区側へ５ｍ移動させた地点を座

標（０，１００）とし，１０ｍ四方のグリッドを設定した。各

グリッドについては，アルファベットと数字で呼称する

こととし，座標（０，０）から南方へ大文字のアルファ

ベットと北方へ小文字のアルファベット，東方に数字を

付した。平成１９年度は，用地取得済みの１１区以西の自然

堤防後背地部分の調査を実施し，調査面積は２，０００㎡ で

あった。平成２１年度は，平成１９年度に調査できなかった

自然堤防部分の調査を実施した。調査面積は３，０００㎡ で

あった。

　発掘調査は重機によってⅠ・Ⅱ層（いずれも表土）を

除去した後，おおむねⅣ層もしくはⅤ層から人力で掘り

下げた。後世の攪乱によって層位が乱されているＤ・Ｅ

－４・５区付近については，攪乱層を表土同様に重機で

掘り下げ，包含層が残存していないことを確認した。ま

た，最終的な下層確認のためのトレンチを設定して，こ

れを人力で掘り下げた。

　遺構は検出状況を写真で撮影し，位置を記録してから

個別に実測を行った。必要に応じて実測途中と実測終了

後の状況も写真で撮影した。

　遺物は，トータルステーションを用いて出土位置を記

録した後に取り上げた。ただし，古代以降の遺物につい

ては，おおむね同一グリッドの出土遺物は一括で取り上

げ，遺構埋土内出土遺物などはトータルステーションを

用いて出土位置を記録し，取り上げた。
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　遺物包含層上面を検出した際，各遺物包含層上面の精

査を行い，土質の違いや礫のまとまり具合を見極めて遺

構の有無を確認した。その後，遺構内外で異なる土の境

界をたどり，平面的に遺構の輪郭を確定した。その結果・

埋設土器・土坑・ピット・礫の集積・石組み・畝跡・水

田・杭痕を検出した。その後，埋土の堆積状況が把握で

きるようベルトを設定し，遺構の掘下げを行った。その

際，埋土の色・質・硬さなどの違いを比較しながら埋土

を掘り下げた。さらに，遺構を検出した層や埋土状況・

遺構の形態・遺構内出土遺物などの情報から総合的に遺

構の構築時期や性格等の検討を行った。

�������	
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　川内川の自然堤防の後背地に掛かる遺跡範囲２，０００㎡

の本調査を行った。詳細は，日記抄により，略述する。

�����

　重機による表土剥ぎ取り，トレンチ設定・掘下げ，幅

杭・基準杭設置（２７日，川内川河川事務所）

�����

　重機による表土剥取り，トレンチ設定・掘下げ，環境

整備，ベルトコンベア設置，グリッド設定，Ⅳ層掘下げ，

遺物一括取上げ，調査範囲平板実測，Ⅴ層遺物取上げ，

石列遺構検出（Ｄ－７区），ピット検出（Ｃ－５～７区，

Ｂ－６・７区），畝状遺構検出（Ｂ－６区，Ａ－９・１０区，

Ｂ－１０区），杭列検出（Ｂ－４区），

����

　Ⅳ層掘下げ，Ⅳ層遺物取上げ，石列・礫の集積・杭

列・ピット・土坑検出・実測，石組み遺構検出・実測，

Ⅳ層地形図作成，水田跡検出・埋土掘下げ，

　三木靖（鹿児島国際大学短期大学部），渡辺芳郎（鹿

児島大学法文学部）現地指導（２８日）
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　Ⅳｂ・Ⅴ層掘下げ・遺物取上げ，水田跡埋土掘下げ，

石組み遺構・石列実測，土坑検出・埋土掘下げ・実測，

空中写真撮影（１４日），ピット・土坑検出・実測，下層

確認トレンチ設定・掘下げ，現場撤収作業

　　

��������

　本遺跡は２期に分けて川内川の自然堤防に掛かる遺跡

範囲合計３，０００㎡ の本調査を行い，計画していた調査を

すべて終了した。詳細は，日記抄により，略述する，
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　重機による表土剥取り，調査範囲内グリッド杭新設，

レベル移動，面積測量，Ｂ～Ｄ－９～１１区Ⅴ層掘下げ・

遺物取上げ，Ｄ～Ｆ－５～１１区トレンチ設定・確認調査，

ｆ～ｉ－２３～２６トレンチ設定・確認調査

�����

　ａ・ｂ・Ａ～Ｄ－１２～１９区Ⅴ層掘下げ・遺物取上げ・

遺構検出・検出写真撮影・実測，６トレンチ（Ｃ－１２区）

拡張・下層確認・遺物取上げ・土層断面写真撮影，７～

１１トレンチ設定・下層確認・遺物取上げ・土層断面写真

撮影，Ⅵ層直上まで重機による掘下げ・Ⅵ層精査

�����

　ａ・ｂ・Ａ～Ｄ－１２～１９区Ⅴ層掘下げ・遺物取上げ・

遺構検出・検出写真撮影・実測，６トレンチ（Ｃ－１２区）

拡張・下層確認・遺物取上げ・土層断面写真撮影，７～

１１トレンチ設定・下層確認・遺物取上げ・土層断面写真

撮影，Ⅵ層直上まで重機による掘下げ・Ⅵ層精査，調査

区引渡し協議
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本田道輝氏（鹿児島大学法文学部准教授）現地指導（１２

日）

����

　環境整備，表土掘下げ，ベルトコンベア設置，表土一

括遺物取上げ

����

　Ｄ～Ｆ－５～１１区Ⅴ層上面精査・掘下げ・遺物取上げ，

Ｄ－９区Ⅴ層埋設土器検出・写真撮影・掘下げ・実測，

Ｄ－８区Ⅴ層土坑２基検出・写真撮影・掘下げ・実測，

ベルトコンベア移設

����

　Ｅ－８・Ｄ－８区下層確認トレンチ設定・掘下げ，Ⅴ

層遺物出土状況撮影，Ｄ－８区土坑実測，Ｄ－９区埋設

土器実測，Ｆ－６区土坑検出・写真撮影・実測，Ｅ・Ｆ

－６区礎石検出・写真撮影・実測，環境整備，７・８区

間セクションベルト土層断面実測・写真撮影，完掘状況

撮影，撤収作業，調査区引渡し協議
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　本遺跡では，縄文時代中期から近世までの幅広い時代

の土器・陶磁器が出土した。中でも縄文時代晩期から弥

生時代の土器がⅤ層から多数出土した。他にも古代の土

師器・須恵器・青磁などがⅣ層から比較的多く出土して

いる。そこで一定量の遺物数があり，類を作ることがで

きた縄文時代晩期土器に限って次のとおりに分類した。 

��二渡船渡ノ上遺跡の代表的な土

　　器実測図・拓本を提示する。

　　　　（スケール不統一）

�����器形・底部形態・口縁部形態などを表記する。

�����器面に施された文様とその施文原体を表記する。

�����器面に行われる調整と原体を表記する。

�����従来言われている土器型式名を表記する。

小
分
類

大
分
類

�����口縁部が肥厚して内弯する深鉢形土器

�����数条の沈線・凹線を巡らす。

�����ミガキ，ナデ

�����上加世田式土器

－Ａ

�����口縁部が内弯する深鉢形土器

�����数条の沈線線を巡らす。

�����ミガキ，ナデ

�����滋賀里式土器

－Ｂ

�����口縁部が肥厚して外に開く深鉢形土器

�����下位に段を有する。

�����ナデを施すが，条痕が若干残るものもある。

�����入佐式土器

－Ｃ

����：口縁部が肥厚せずに外傾する深鉢形土器

�����貝殻条痕

�����内外面共に貝殻によるケズリのちナデ

�����黒川式土器

１Ｄ

��������
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��二渡船渡ノ上遺跡の代表的な土

　　器実測図・拓本を提示する。

　　　　（スケール不統一）

�����器形・底部形態・口縁部形態などを表記する。

�����器面に施された文様とその施文原体を表記する。

�����器面に行われる調整と原体を表記する。

�����従来言われている土器型式名を表記する。

小
分
類

大
分
類

�����口縁部が緩やかに外反し，胴部が膨らむ深鉢形土器

�����貝殻条痕

�����内外面共に貝殻によるケズリのちナデ

�����黒川式土器

２

Ｄ　

粗

製

土

器

�����口縁部が直行し，胴部は僅かに屈曲する深鉢形土器

�����貝殻条痕

�����内外面共に貝殻によるケズリのちナデ

�����黒川式土器

３

�����口縁部が直行ないし僅かに内弯する深鉢形土器

�����無紋である。

�����ナデを施すが，条痕が若干残るものもある。

�����黒川式土器

４

�����口径が胴部屈曲部径より小さい鉢形土器

�����無紋である。

�����条痕を残さず，ナデ・ミガキを施す。

�����黒川式土器

５

�����口唇部を肥厚させた深鉢形土器

�����無紋である。

�����ナデを施すが，条痕が若干残るものもある。

�����黒川式土器干河原段階

６

�����口縁部下位及び胴部屈曲部に２条の刻目突帯

�����刻目突帯文，沈線

�����内外面共にナデ

�����刻目突帯文土器

７

�����１～８に属さない口縁部をもつ深鉢形土器８

�����胴部片を一括した。９

�����底部片
　
１０

�����明瞭な底部をもたないボール状の器形

�����外面に組織圧痕，内面にミガキが施される。

�����半粗半精製土器に属する。

－Ｅ

����：口縁部が短く直立する。沈線が施されているものは

玉縁状の口部縁を呈する。胴部が屈曲して底部に至

る。

�����入佐式土器

１Ｆ
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　本遺跡では，縄文時代晩期から弥生時代の土器が多く

出土したⅤ層から打製石斧を多く含む１，１４５点の石器が

出土した。

　器種は，石鏃・石匙・スクレイパー・使用痕剥片・二

次加工剥片・石錐・石核・打製石斧・礫器・抉入状石

器・磨製石斧・磨石・敲石・石皿・砥石・石錘である。

　石器について分析していくにあたり，石材及び器種に

ついて可能なものについて分類を試み，その表を以下に

示した。そこで，本報告書における石器に関する記述は，

以下の表を参照し述べていくこととする。

�������

　石材に関しては，県内有数の黒曜石産地に比較的近接

することから，特に黒曜石の細分化を試み，以下のよう

に分類した。 

��二渡船渡ノ上遺跡の代表的な土

　　器実測図・拓本を提示する。

　　　　（スケール不統一）

�����器形・底部形態・口縁部形態などを表記する。

�����器面に施された文様とその施文原体を表記する。

�����器面に行われる調整と原体を表記する。

�����従来言われている土器型式名を表記する。

小
分
類

大
分
類

�����口縁部は頸部まで緩やかに外反する。口縁部内外面

に１条の沈線が施され，玉縁状の口縁部を呈する。

胴部は屈曲して底部に至る。

�����黒川式土器

２

Ｆ　

精

製

土

器

�����口径より胴部径が大きい。胴部が強く屈曲する。

�����沈線で玉縁状の端部とする。

�����黒川式土器

３

�����口縁－頸部の間が短い口径より胴部径が大きい。

�����沈線で玉縁状の端部とする。

�����黒川式土器

４

�����口縁部が内弯する。流水形の器形をもつ。

�����口縁端部・屈曲部・底部に顔料が入った沈線。　　　

リボン・ヒレが多い。

�����黒川式土器干河原段階

５

�����器高が浅い。胴部などに屈曲がない。

�����口縁部に沈線があるものもある。

�����黒川式土器

６

�����口縁部が外反する。

�����無紋

�����刻目突帯文土器の時期

７

�����上記分類に属さないもの，底部破片８
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　石器は，同一器種内で属性による相違が明瞭で，一定

量以上出土するものについて，グルーピングし，以下の

ように分類した。使用による折損や欠損等により他器種

への転用が見られる場合は，最終用途をその石器の器種

と捉えて分類した。 

��������

概　　　要岩石分類

　不純物を多く含み，漆黒で光を通さないものを包括した。薩摩川内市樋脇町上牛鼻，いちき串木野市川上平木場，いちき串木野
市宇都等の原産地資料に類似する。

Ⅰ

黒曜石
（ｏｂ）

　光を通し，不純物を大量に含むものを総括した。鹿児島市の三船，伊佐市大口平出水の日東・小川内の五女木，錦江町の長谷等
の原産地資料に類似するが，細分を行うことはできなかった。

Ⅱ

　飴色～黒色を基調とし，不純物をほとんど含まない良質のものを包括した。えびの市の桑ノ木津留，伊佐市大口市の上青木の原
産地資料や自然面が磨りガラス状を呈する霧島系の資料に類似するが，細分を行うことはできなかった。

Ⅲ

　黒色で不純物を全く含まない良質のものを包括した。佐賀県伊万里市腰岳産の資料に類似するが，一部長崎県佐世保市針尾島周
辺で産出する黒色系のものも含まれる。

Ⅳ

　青灰色で不純物の少ないものを包括した。針尾中町や長崎県佐世保市東浜，淀姫等西北九州の原産地資料に類似するが，原産地
不明の一群も含まれる。

Ⅴ

　不純物をあまり含まない灰色のものを包括した。佐賀県椎葉川周辺のものを原産地資料とするが，原産地不明の一群も含まれる。Ⅵ

　原産地不明なものを包括した。Ⅶ

　数ｍｍの長方形をした黒（角閃石や輝石）や白（斜長石）の鉱物の結晶（斑晶）が点在するものを包括した。淡灰色～黒色で著
しく多孔質～細粒緻密やガラス質，摩擦は大～小まで様々なものがある。黒色を呈し，硬質なサヌカイトが有名。

安山岩

　蛇紋岩はぬめっとした肌触りを有し，光沢がある。石材不明資料中，蛇紋岩に類似した資料を含めた。蛇紋岩等

　泥や粘土の固結した岩石で，平行な平面で割れる傾向がある。黒色のものが多いが，褐色系の色のものもある。非常に細粒で，
肉眼では粒子の識別出来ないものが多い。粒度均質。さびが付着するのも特徴である。

頁岩

　砂粒・石英粒が集合して固まった堆積岩の一種。触ると砂粒感が強いものを本類に含めた。砂岩

　瑪瑙・玉髄・石英・タンパク石・鉄石英・水晶・石英斑岩・珪岩などを総称して，本類に含めた。瑪瑙系

　泥岩や砂岩などの堆積岩が熱により変成したもの。片理や劈開がない細粒から粗粒の緻密な変成岩である。ホルンフェルス

　珪酸を含み光沢感を有する。灰白色を呈する。チャート

��������
概　　　要器種分類

剥片を素材として両側縁部に両面から押圧剥離を施してある小型から中型の三角形状の石器群

石鏃

剥片石器

全体の形状が正三角形を呈するものⅠ

全体の形状が二等辺三角形を呈するものⅡ

先端が尖り側縁が緩やかに曲線を描くものⅢ

Ⅰ～Ⅳに該当しない特徴を呈するものⅣ

未製品や欠損品Ⅴ

剥片を素材とし刃部及びつまみ部を作出し，つまみ部に着紐して携帯する石器群石匙

剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形を施してあるものスクレイパー

剥片の縁利な縁辺に肉眼で使用痕と考えられる刃こぼれた刃潰れが観察される。使用痕剥片

剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形が認められないもの二次加工剥片

棒状の錐部を有し，主要剥離面や礫皮面をつまみ部とする。石錐

原石から石器製品作出のための剥片を採種した残存石材を本類に分類した。石核

明瞭な抉りを持たず，短冊形（長方形）の器形を呈する。Ⅰ

打製石斧

礫石器

基部と刃部を境界作る抉り部を持ち，ラケット状を呈する。有肩石斧と呼称される。Ⅱ

中型から小型で，細身の外形を持つものである。Ⅲ

中型から小型で，左側，右側のどちらかが弯曲しているものである。。Ⅳ

分類不可資料及び未製品Ⅴ

厚みのある剥片の両側辺に二次加工を施し，抉りが入るため，外形が弯曲したもの抉入状石器

器厚が厚く，重量感がある。刃部は蛤の形態を有し，器形は長方形状を呈する。磨製石斧

素材剥片の縁辺部に刃部調整が施される。礫器

全面的もしくは部分的に磨面を有し，側縁に明瞭な敲打痕が連続して見られる。Ⅰ

磨石 全面的もしくは部分的に磨面を有し，側縁に明瞭な敲打痕が見られる。Ⅱ

全面的もしくは部分的に磨面を有し，側縁の敲打痕は不明瞭である。Ⅲ

長軸の端部や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。敲石

磨面・凹面を有する。磨石とセット関係にあり，木の実を磨り潰したりするためと考えられる。石皿

砂岩質の礫素材を利用し，主として長軸方向に削痕が縦走し，深い凹面を有することが多い。砥石

左右１対の抉り部を有する。抉り部以外の側面に敲打痕等は確認できない。石錘

上記石器に該当せず，利器としての用途が不明なもの。石製品
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　二渡付近の地質を概観すると，基盤層は四万十累層群

であり，その上層に約３０万年前から約２万５千年前の火

砕流堆積物，川内川及びその支流の作用による砕屑物の

沖積層が覆う。

　本遺跡は川内川右岸の標高約２０ｍの自然堤防上と後背

地に位置する。自然堤防上は，広範囲にわたり安定した

沖積層の堆積が確認できた。

　一方，後背地においては，耕作によると思われる削平

が部分的に調査前の現況で確認できた。また，トレンチ

調査を進めていく途中でⅣ層とⅤ層が確認できない範囲

が存在した。特にＤ・Ｅ－４・５区付近において砂質土

の間に粘質土が堆積している状況を確認した。この範囲

は川内川及びその支流の影響と耕作等に土地を利用され

たことによって，遺跡が消失したものと考えられる。

　また，山崎橋付近のｆ－２３～ｋ－２７区においては，砂

質土と砂層の堆積が著しく，包含層を確認することがで

きなかった。 

　なお，三度の調査によって得られた層序の情報を検討

し，本遺跡の基本的な土層の堆積状況を次のとおりにま

とめた。 

Ⅰ 
Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 
Ⅴ 
Ⅵ 
Ⅶ 
Ⅷ 
Ⅸ 
Ⅹ 

Ⅰ 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 
Ⅷ 
Ⅸ 

Ⅹ 

Ⅵ 
Ⅶ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 
Ⅴ 
Ⅵ 
Ⅶ 
Ⅷ 
Ⅸ 
Ⅹ 

�������	�
��
��������

Ⅰ　表土（マンガン層を含む）

Ⅱ　赤茶褐色土

Ⅲ　褐色土

Ⅳ　黄灰色砂質土

Ⅴ　明るい黄色砂質土

Ⅵ　黄灰色粘質土

Ⅶ　褐灰色粘質土

Ⅷ　褐色砂質土

Ⅸ　褐色土

Ⅹ　褐灰色砂質土

�����

������

Ⅰ　灰白色砂質土（軽石混じり）

Ⅱ　灰白色砂質土

Ⅲ　明褐色砂質土

Ⅳ　明灰白色砂

Ⅴ　暗褐色土

Ⅵ　明褐色土

Ⅶ　褐色土

Ⅷ　暗灰白色土

Ⅸ　灰白色砂

Ⅹ　褐色砂質土

��������	
��
��

表土Ⅰ　層

表土Ⅱ　層

灰褐色土Ⅲ　層

赤茶褐色土
�������	
�

Ⅳ　層

褐色砂質土
�������	
����
��

Ⅴ　層

黄褐色砂質土
�������	
��

Ⅵ　層

灰褐色砂Ⅶ　層

褐色砂Ⅷ　層

褐色砂と灰褐色砂の葉理（雲母片を含む）Ⅸ　層
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Ⅱ 
Ⅲ 

Ⅰ 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅴ 

Ⅴ 

Ⅵ 

Ⅵ 

Ⅵ 

Ⅵ 

Ⅶ 

Ⅴ 

Ⅵ 

Ⅵ 

Ⅴ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅶ 

Ⅶ 

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅷ 

�������	�
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Ⅰ　褐灰色土（表土）

Ⅱ　褐灰色土（表土）

Ⅲ　灰黄褐色土（軽石を含む）

Ⅳ　にぶい褐色土

Ⅴ　にぶい黄褐色土

Ⅵ　黄褐色粘質土

Ⅶ　黄褐色土（粘性が少ない）

Ⅷ　黄褐色砂質土

Ⅸ　明黄褐色砂質土

Ⅰ　黒褐色土〈表土）

Ⅴ　暗褐色土

Ⅵ　暗褐色砂質土

Ⅶ　灰褐色砂質土

Ⅴ　褐色砂質土

Ⅵ　黄褐色砂質土

Ⅶ　灰褐色砂

Ⅷ　褐色砂

Ⅵ　黄褐色砂質土

Ⅶ　灰褐色砂

Ⅷ　褐色砂

Ⅸ　褐色砂と灰褐色砂の葉理（雲母片を含む）

���������	�

Ⅴ　褐色砂質土

Ⅵ　黄褐色砂質土

�������	

��������	


�������	
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　Ｃ－１２区において，Ⅴ層調査後に下層確認のため２×

５ｍのトレンチ調査を開始したところ，Ⅵ層から２個体

分の当該期深鉢破片が集中して出土した。そのため，ト

レンチを拡張し，調査を行ったが，それ以上の遺構・遺

物は発見できなかった。調査面積は約７００㎡である。

��������	�
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　出土遺物は土器だけで，全てを掲載した。１と２は，

トレンチ内でそれぞれ集中して出土し，接合で２個体と

なった。１は，口縁部と底部は欠落しているが，残る胴

部から口縁部下位の形状はいわゆるキャリパー状を呈し，

胴部上位で明瞭に縊れる。外面は，ＲＬの縄文が全面に

施される。内面は荒いヘラナデを基調とし，肩部に指頭

の跡が見られる。２は，胴部から底部に近づくにしたが

い急にすぼまる。そして，直径３４�の小振りな上げ底の

底部となる。外面の調整は，ＲＬの縄文が全面に施され

る。内面の調整は，指頭による作りだしの跡が顕著に見

られ，ケズリ・ナデ等の調整が少ない。そのため，輪積

みの接合痕が観察できる。３は，Ⅴ層出土の上げ底の底

部である。器壁が薄く貝殻による調整痕が特徴である。 
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　調査範囲の中でも，川内川により近く，標高が周囲に

比べて高い自然堤防上において表土直下のⅤ層から遺

構・遺物を発見した。調査範囲は約３，３００㎡である。

����
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　Ⅴ層上面おいて灰褐色の円形プランの土坑９基を検出

した。複数の土坑からは，縄文時代晩期に該当する遺物

が出土し，それらの一部を資料化した。

��������	
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　Ａ－１６区で検出した。平面形は円形で，直径は約０．９

ｍである。埋土は２枚に分層できた。土器片６点が埋土

内から出土した。４が出土遺物である。浅鉢形土器の胴

部で内外両面にミガキが施されている。
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　Ｂ・Ｃ－１１区で検出した。平面形は略円形で，直径は

約１ｍである。土器片が８点，石器・剥片等９点が埋土

内から出土した。５・６が出土遺物である。５は深鉢形

土器の口縁部から胴部にかけての破片で，包含層遺物の

Ａ２類に該当する。６は砥石で３面に作業面が確認でき

る。
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　Ａ－１０区で検出した。平面形は円形で，直径は約１ｍ

である。埋土は２枚に分層できた。土器片４５点，石器３

点が埋土内から出土した。７～１５が出土遺物である。７

～１１は深鉢形土器の口縁部で，包含層遺物のＣ，Ｄ１・

２類に該当する。１２は深鉢形土器の底部である。１３・１４

は精製の浅鉢形土器口縁部である。Ｆ６類に該当する。

１５は磨石である。
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　Ａ・Ｂ－８区で検出した。平面形は円形で，直径は約

１．３ｍである。埋土は２枚に分層できた。土器片１４点と

石器等３点が埋土内から出土した。１６・１７が出土遺物で

ある。１６は精製の浅鉢形土器でＦ４類に該当する。１７は

砥石で１面のみ作業面が確認できる。 
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－２４－
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－２５－
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－２７－
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　Ｂ－１０区で検出した。平面形は楕円形で，長径約１．４ｍ，

短径約１ｍである。土器片１５点と石器・剥片・礫６点が

埋土内から出土した。１８～２３が出土遺物である。１８・１９

は深鉢形土器の口縁部で，１８はＤ４類に該当する。２０は

深鉢胴部である。２１はホルンフェルスの磨製石斧である。

２２・２３は磨石である。
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　Ｃ－１０区で検出した。平面形は楕円形で，長径約１．３ｍ，

短径約１ｍである。土器片２５点，礫１点が埋土内から出

土した。土器片は口縁部・底部の占める割合が多い。２４

～２６が出土遺物である。２４は口縁部から胴部下位までの

破片，２５は口縁部から底部までの破片で復元ができた。

いずれも口縁部が肥厚する特徴があり，包含層遺物のＤ

１類に該当する。２６は粗製の浅鉢底部である。 
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－２８－
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　Ｄ－８区で検出した。平面形は円形で，直径は約１．１

ｍである。遺物は埋土内から出土しなかった。
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　Ｄ－８区で検出した。平面形は楕円形で，長径約１．２ｍ，

短径約０．９ｍである。胴部土器片１点が埋土内から出土し

た。
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　Ｆ－６区で検出した。平面形は円形で，直径は約１ｍ

である。土器片６点・石器１点が埋土内から出土した。

２７が出土土器で浅鉢胴部片である。
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　Ｄ－９区Ⅴ層で検出した。頸部から上位は削平によっ

て欠損し，やや上下に潰れた状態であった。土器周囲の

検出面でのプラン，断面での掘込みは確認できなかった。

また，土器内部の土壌においても，肉眼での観察ではⅤ

層との違いを見いだすことができなかった。そのため，

遺構の用途を明らかにする目的で土壌分析を試みた。そ

の結果リン・カルシウムを多く含まないことが明らかに

なった。詳細については，第５章自然科学分析の第５節

を参照されたい。

　２８の深鉢は復元を試みたものである。大きさは胴部最

大径が約５０�，底部直径が約９�である。底部の打ち欠

きは見られない。Ｄ１類ないしＤ２類に属すると考えら

れる。 
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－３０－
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　縄文時代晩期に属する土器は，平成２１年度の調査区全

域と平成１９年度の調査範囲の一部で出土し，Ａ～Ｆ類の

６つに分類した。それぞれの類別の出土状況は第１８・２７

図である。Ｄ類（粗製土器）は深鉢・鉢，Ｅ類（半粗半

精製土器）は鉢，Ｆ類（精製土器）は浅鉢からなり，そ

れぞれの類の中において器形などの特徴から細分を試み

た。内容については各項目で詳述していくこととする。
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　口縁部が肥厚して内弯し，数条の沈線・凹線を巡らす

ものを一括した。総数で１７点出土し，そのうち５点を図 
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－３１－

化した。２９は，内弯する口縁部の外面に凹線が２条施さ

れる。３０～３３は，口縁部外面に沈線が数条施されている。

３０は，内外面にミガキが明瞭に確認できる。３２は，破断

面で口縁部下位の屈曲部の接合痕が明瞭に確認できる。
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　口縁部が内弯し，数条の沈線が巡るものである。総数

で４点出土し，そのうち１点を図化した。３４は，器壁が

薄く，内外面はミガキの調整が入る。口縁部外面に沈線

による文様が入り，赤色顔料の残存が確認できる。
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　口縁部が肥厚し，外に開くものである。また，口縁部

下位に段を有する。総数で２０点出土し，そのうち８点を

図化した。３５は，やや内弯する口縁部の外面に沈線が施

される。３６～３８は，外傾する口縁部をもつ。３８は，横位

の沈線が不規則に施される。３９は，波状口縁を呈し，波

頂部へ向かうように沈線が施文されている。４０は，口縁

部の下端に段を有し，やや膨らむ胴部へ至る。４１は，貝

殻条痕の残る口縁部の下端に段を有し，強く屈曲する胴

部へ至る。４２は，外反する口縁部の下端に段を有する。
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　口縁部が肥厚せずに外傾し，胴部が屈曲するものを一

括した。総数で１８点出土し，そのうち３点を図化した。

４３は，貝殻条痕の残る口縁部が外傾し，胴部で屈曲する。

４４は，口縁部上位が欠損のため不明であるが，口縁部下

位から胴部まで外面全面に貝殻条痕が残り，胴部でやや

強く屈曲する。４５は，頸部から胴部の破片である。胴部

上位は，ナデの調整で貝殻条痕が残らない。胴部の強い

屈曲部より下位の胴部に丁寧な貝殻条痕が確認できる。
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　口縁部が緩やかに外反し，胴部が膨らむものを一括し

た。総数で６８点出土し，そのうち５点を図化した。４６は，

底部の形状が欠損のため不明であるが，外面全面に貝殻

条痕が見られる。一部ナデも見られるが，極めて調整は

粗い。また，胴部内面にも貝殻条痕が残る。４７は，不規
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－３２－

則に交差する貝殻条痕が口縁部外面に残る。器壁は厚く，

平たい口唇部をもつ。４８は，口縁部外面をナデで調整し

ているが，若干の貝殻条痕が残る。器壁は厚く，口唇部

の断面観は丸みを帯びる。４９・５０は，内外面共にナデ調

整が不完全で，全面にわたって貝殻条痕が残る。４９は，

口唇部の形成が丁寧でない。５０は，口唇部に対して交差

する方向に二枚貝でナデたと思われる貝殻条痕が残る。

�
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　口縁部が直行し，胴部は僅かに屈曲するものを一括し

た。総数で１３点出土し，そのうち５点を図化した。５１・

５２は，口縁部内外面に貝殻条痕が残る。その口縁部下端

で小さく屈曲し，底部へ向かう。５３～５５は，内外共にナ

デ調整が施される。口縁部下端で小さく屈曲し，底部へ

向かう。器高はやや低いと思われる。５５は，平たい口唇

部をもつ。 
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　口縁部が直行ないし僅かに内弯するものを一括した。

総数で６１点出土し，そのうち５点を図化した。５６～５８は，

直行する口縁部をもつ。５６・５７は，内面に若干貝殻条痕

を残す。５７は，平らな口唇部をもち，５８は，薄く尖る口

唇部をもつ。５９・６０はやや内弯する口縁部をもつ。５９は

厚い器面の内面に，６０は，薄い器面の外面に，若干の貝

殻条痕が残る。
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　口径が胴屈曲部径より小さい鉢形を一括した。総数で

７点出土し，そのうち３点を図化した。６１は，内傾した

口縁部の下端で強く屈曲する。６２・６３は，外反しつつも

内傾する口縁部をもつ。６２は，胴部屈曲が強く，６３は，

緩やかに屈曲し，内面に炭化物の付着がある。
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　口縁部上端を肥厚させたものを一括した。総数で５８点

出土し，そのうち５点を図化した。６４～６６は，外反する

口縁部をもつ。６４は，口唇部近くが約８�の幅で肥厚す

る。６５・６６は，口縁部の上端が約２０�の幅で肥厚する。

６６は，口縁部下端で屈曲し胴部へ至る。６７は，内傾する

口縁部の上端が２４．４�の幅で肥厚し，その部分に１条の

沈線が巡る。６８は，直立する口縁部の上端が２１�の幅で

肥厚する。また，内面に貝殻条痕が明瞭に残る。
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　口縁部下位及び胴部屈曲部に２条の刻目突帯を有する

ものを一括した。総数で３５点出土し，そのうち１５点を図

化した。６９～７５は，外傾する口縁部が屈曲せず胴部に至

る器形をもつ。６９・７０は，口縁部下位に上下２条の刻目

突帯が巡る。７１は，２条の突帯が口縁部外面を単純に巡

るのではなく，横長の方形の文様を構成する。７２は，ヘ 
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－３５－

ラの側面で突帯に深い刻みを入れている。７３・７４は，外

面に条痕が残り，７３の突帯は，下から上へ押し上げるよ

うに刻みを入れたため突帯の頂部が波形を描く。７５は，

刻目突帯に２条の沈線による山形文を組み合わせている。

７６～８３は，内傾する口縁部をもち，屈曲して胴部に至る

器形を呈する。７６～７８は，口縁部下端で強く屈曲する。

上下２条の刻目突帯が巡り，下の突帯は屈曲部のところ

に巡る。７９・８０は，口縁部下端で屈曲せずに緩く胴部が

膨らむ器形をもつ。２条の刻目突帯が横長の方形の文様

を構成する。さらに方形の文様内に沈線による山形文を

組み合わせている。８０は，右上に刺突のある浮文が施さ

れ，すぐ近くに補修孔も穿たれている。８１・８２は，無刻

突帯文が２条施されている。８２は，突帯の間に沈線によ

る山形文を組み合わせている。８３は，２条の沈線に巻き

貝の殻頂部を使って刻みを入れている。
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　Ｄ１～Ｄ７類に属さない口縁部をもつものを一括した。

総数で１６点出土し，そのうち９点を図化した。８４～８８は

口縁部に突起があるものである。８４～８６は，リボン状突

起が付く。なかでも８５・８６は，口縁部を肥厚させている。

８７は，口縁部を肥厚させ，山形の突起が付く。８８は，口

縁部より厚みのある横長の方形状の突起が付く。８９は，

波状口縁で，口縁部を肥厚させている。口縁部下端外面

に段を有し，その段の位置にリボン状突起を付けている。

器形は，緩やかな「Ｓ」字カーブで口縁部から底部に至

る。９０は，外反する波状口縁で，波頂部に１か所「Ｕ」

字の刻みが入る。９１は，大きく外傾した口縁部であるこ

とから粗製の浅鉢の可能性がある。焼成後に穿たれた補

修孔が確認できる。９２は，外傾する口縁部で口唇部が薄

く作られている。その口縁部に外面から内面方向に押し

込まれているところがある。その場所は，上面観で口唇

部が内側に弯曲するのが確認できる。
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　胴部片を一括した。総数で１２点出土し，そのうち５点

を図化した。９３は，外面に貝殻条痕の残る胴部片で，屈

曲が見られる。口縁部の特徴は不明であるが，Ｄ１類に

属する可能性がある。９４・９５は，胴部が括れているとこ

ろにリボン状突起が付く。９４のリボン状突起は左右対称

でなく，左が大きい。９６・９７は，不規則な突帯状の突起

が付く。９６は，屈曲部に段を作り，そこに突起が付く。
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－３７－
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－３８－

突起の断面観は丸い。９７は，屈曲部より上位の上胴部に

粘土紐が貼り付く。それをつまみ上げるような成型で，

突起中央が凹み，上端が上方を向く断面観になったと思

われる。 
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　底部片を一括した。総数で５４点出土し，そのうち９点

を図化した。９８～１０２は，平底で底部外面が外へ開くも

のである。１０１・１０２は，葉脈の圧痕が底に見られる。１０３

は，上げ底で，１０４は，充実高台である。１０５は，器壁が

薄く，外面が外に開かない平底の底部で，器形が小さい。
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－３９－

１０６は，直径約２８�の平底である。類例がなく，器形を

推測できない。
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　該期の土器群のうち内面にミガキを施し，外面に条痕

やナデなどが施されるものを半粗半精製土器として位置

づけ，Ｅ類とした。出土状況は第２７図に示す。その範囲

で主に出土し，総数５１点であった。そのうち２１点を図化

した。１０７～１１０は，直径が３０�を越える大型の器形をも

つ。口縁部から屈曲せずに胴部へ至る。１０７は，粗い作

りであるが，玉縁口縁のように仕上げられている。また

外傾も弱く，他に比べ器形が高いと思われる。１１０は，

口縁部内面上端が内に反る。１１１は，小型の器形をもつ。

１１２～１１４は，口縁部から屈曲して胴部に至る器形をもつ。

１１２は，緩やかに屈曲するタイプである。１１３・１１４は，

１１２に比べ屈曲が明瞭である。また，屈曲部下位に組織

痕をもつ。１１３は粗い織りの布目，１１４は，編布圧痕が確

認できる。１１５～１１９は胴部片である。１１５～１１７は，屈曲

部を確認できない。１１５は，外面に炭化物が約２�の厚

さで付着している。１１６の内面は，貝殻条痕後に丁寧な

ナデの調整を施し，極めて平滑に仕上げてある。１１７の

内面は，貝殻条痕後にミガキを施している。１１８・１１９は，

器面に僅かであるが屈曲が確認できる。１１９は，指頭圧

痕と思われる窪みが複数確認できる。また，指頭と異な

る不可解な窪みも複数確認できる。１２０の外面は，上位

が横ナデ，下位に布目が付く。内面は平滑にミガキが入

る。１２１・１２２は，粗い織りの布目の圧痕が確認できる。

１２２は，４本の粘土紐が積まれていることが外面の観察か

ら確認できる。また，内面はミガキが入るが，貝殻条痕

が明瞭に残る。１２３は，編布圧痕が確認できる。１２４は，

外面の器面調整が行われていない粗い胴部片である。外

面全体に粘土のしわが入る。ただし，外面に段を有し，

その段の下位に布があてられていたのではないかと思わ

れる組織痕が僅かに確認できる。内面はヘラナデが粗に

入る。１２５は，内外面共に風化が激しく，器面調整は不

明である。しかし，外面の下位に斜位連続する編布圧痕

が確認できるのでここに掲載した。１２６は，外面に段を

有し，その下位に物の特定はできないが圧痕が確認でき

るのでここに掲載した。１２７は，外面に非常に細かく編

まれた布目が確認できる。詳細については，第５章自然

科学分析の第８節で述べているので参照されたい。 

 

�������	
��
��
�����



－４０－

  

�������	
��
��������



－４１－

  

�������	
��
���������������
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��

　該期の土器群のうち精製土器をＦ類とした。さらに口

縁部・胴部等の特徴からＦ１～Ｆ８類に細分した。それ

ぞれの類別の出土状況は第２７・３０図である。
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　口緑部が短く直立し，胴部が屈曲して底部に至るもの

を一括した。総数で３５点出土し，そのうち１５点を図化し

た。１２８～１３１は，外傾する口緑部の上部が屈曲し，短く

直立する。１３０は，外面調整がミガキであるが，内面調

整は風化のために不明である。１３１は，内外面の色調が

明赤褐色を呈し，化粧土の可能性がある。１３２～１４１は，

外傾する口緑部の口唇部近くにおいて内外面に１条の沈

線が施される。そのため玉縁状の口緑部を呈する。１３６は，

口縁部が緩やかに外反する。また，胴部が強く屈曲し，

器壁の厚さに大きな変化が見られる。１４２は，口縁部外

面に１条の沈線が施され，玉縁状の口緑部を呈する。
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　口緑部内外面に１条の沈線が施され，玉縁状の口緑部

を呈する。口緑部は頸部まで緩やかに外反し，屈曲して

底部に至るものを一括した。総数で７４点出土し，そのう

ち１７点を図化した。１４３～１５０は，器壁がやや厚く，内外

面に巡る１条の沈線が口唇部からさほど離れていない位

置で施されている。そのため玉縁状の口緑部断面が正方

形もしくは円形に近い。１４８は，胎土のきめが細かく，

砂粒がほとんど含まれない。１５１～１５６は，内外面に巡る

１条の沈線が口唇部からやや離れている位置で施されて

いる。そのため玉縁状の口緑部断面が楕円形に近い。１５２・

１５４は，他の資料と比べ器高が低い。１５５・１５６は，器壁

は薄く，１５６は口緑部下位外面に段を有する。１５７は，内

外面に施される１条の沈線の位置にずれがあるため口緑

部断面が「Ｓ」字形になる。また，胎土のきめが細かく，

砂粒がほとんど含まれない。１５８は，口緑部内面のみに

沈線が巡る。１５９は，器壁が厚く，器面で砂粒を多く確

認できる。

��������	
��	
�


　口緑部内外面に１条の沈線が施され，玉縁状の口緑部

を呈する。また，口径より胴部径が大きく，胴部が強く

屈曲するものを一括した。総数で７点出土し，そのうち

３点を図化した。１６０は，上胴部がやや膨らむ。１６１は，

玉縁状の口緑部がやや直立する。１６２は，口緑部の内面

にミガキが確認できるが，頸部以下の内面は，粗いナデ

で調整が済まされている。
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　口緑部内外面に１条の沈線が施され，玉縁状の口緑部
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－４３－

を呈する。また，口縁－頸部の間が短く，口径より胴部

径が大きい。胴部の屈曲は丸みを帯びる程度で，Ｆ３類

のように強く屈曲しないものを一括した。総数で８６点出

土し，そのうち１３点を図化した。１６３～１６８は，器壁は厚

く，大きな玉縁状の口緑部をもつ。１６４の外面調整は，

ミガキと考えられるが，剥落が激しく断定できない。１６７

は，非常に短い口縁部をもつ。また，内面の風化が激し

い。１６８は，口縁部の形状に変化が見られることから突

起を有する可能性がある。１６９～１７５は器壁が薄く，小さ

な玉縁状の口緑部をもつ。１７０・１７１の外面調整は，ミガ

キと考えられるが，風化で表面が荒れているため断定で

きない。１７４・１７５は，短い口緑部に明瞭な沈線が巡るた

め凹凸の変化が激しい玉縁状の口緑部を有する。
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　口緑部が内弯気味に立ち上がり，胴部が外反する流水

形の器形を呈する。胴部は屈曲しないタイプも存在する。

底部は，立ち上がりが丸みを呈する平底である。波状口

縁が大半を占め，赤色顔料が残存する沈線が口緑部，胴

部屈曲部，底部近くに巡る。また，リボン状突起・ヒレ

状突起が付く資料が多い。総数で１７点出土し，そのうち

１３点を図化した。１７６～１７９は口縁部破片である。１７６は，

リボン状の突起が口縁部に付く。１８０は，胴部が外反す

る流水形の器形を呈するタイプである。器面は粗れてい

るため調整方法の断定はできない。１８１は，胴部が屈曲

しないタイプである。内外面に赤色顔料の付着が広く確

認できる。１８２～１８５は胴部破片である。いずれも沈線が

施されている。１８２・１８３は，沈線に赤色顔料を確認した。

１８５は，沈線の施されている位置から底部近くの破片と思

われる。１８６～１８８は底部もしくは底部付近の破片である。

１８７は，外面に段を有する。その他は沈線が施されている。

��������	
��
�	�

　器高が低く，胴部などに屈曲がないものを一括した。

総数で５４点出土し，そのうち１３点を図化した。１８９～１９３

は，口縁部に沈線がない。１９０・１９１は，口縁部が僅かに

内弯し，直立気味である。１９４は，口縁部内面に浅い沈

線が見られる。１９５は，口縁部外面に沈線が見られる。

１９６～１９９は，口縁部内外面に明瞭な沈線が巡り，玉縁状

の口縁部を呈する。２００は，口縁部内外面にごく浅い凹

線が見られる。２０１は，外面の調整が粗く，凹凸が確認

できる。 
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　外反する口縁部をもち，口縁部下位で屈曲し，底部に

至るものを一括した。刻目突帯文土器が出現する時期の

浅鉢である。総数で３点出土し，そのうち３点を図化し

た。２０２は，大きく外反する口縁部をもち，口縁部下位

で強く屈曲する。２０３は，口縁部下位の屈曲が緩やかで

ある。２０４は，２０３と同様の形態的特徴をもち，小型の器

形をなすものと考えられる。
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　分類を試みたが，Ｆ１～Ｆ７類に属させることが困難

だった口縁部及び胴部片と底部を一括した。２０５～２０８は，

口縁部が外反し，胴部で屈曲する。器形はＦ２類とほぼ

同じであるが，口縁部に沈線が巡らないところに違いが

ある。２０８は，他と比べて器高が低い。２０９は，短い口縁

部に胴部の強い屈曲をもつ。器形はＦ３類とほぼ同じで

あるが，口縁部に沈線が巡らないところに違いがある。

２１０と２１１は，外傾し，肥厚した口縁部をもつ。２１１は，

口縁部下位外面に段を有する。２１２～２１４は，口縁部下位

に段を有する。２１５は，段の下位に１条の沈線が施され

ている。２１６・２１７は，口縁部外面に凹線が施されている。

２１８～２２２は，短い口縁部に大きく膨らむ胴部をもつ。器

形はＦ４類とほぼ同じであるが，口縁部内面のみに沈線

が施されている点で異なる。そのため玉縁状の口縁部で

はない。２１８は，頸部に沿って約５�幅の赤彩が確認で

きる。２１９は，胴部に１条の沈線が施される。２２０は，下

胴部が肥厚し，外面に段を有する。２２３・２２４は，短い口

縁部の内面に沈線が施されたマリ状の器形を想定する。

２２５～２２７は，短い口縁部の内面に沈線が施され，口縁部

外径より小さい胴部は屈曲する。２２８は，緩やかに外反

する口縁部で，沈線による形成でない玉縁の口縁部をも

つ。２２９～２３６は，口縁部にリボン状突起をもつものであ

る。２３２は内面に赤彩が確認できる。２３７・２３８は胴部片

である。２３７は，口縁部下位内面に沈線が施される。２３８

は内面の沈線に赤色顔料の付着が確認できる。２３９～２４２

は，底部である。２３９～２４１は，平底であるが，２４２は上

げ底である。ただし，２４２については，形態的特徴から

縄文時代後期土器の可能性を否定できない。 

��������	
��
�����������



－４６－

  

�������	
��
���������



－４７－
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　通称メンコと呼ばれるものである。６点出土し，その

うち２点を図化した。いずれも直径が約４�で縁辺部は

打ち欠かれている。 
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　７０点が出土し，そのうち２０点を図化した。２４５～２４７は，

正三角形で，基部に顕著な抉りが見られない。２４８～２５４

は，長身形で，基部に緩やかな抉りが見られる。２５５は，

基部の明瞭な抉りを持つ。しかし，この抉りと先端の方

向軸が一致せず，均整がとれてない。２５６は，両側が反

るため中央横幅が細くなる。２５７～２６１は両側に突起もし

くは屈曲を持つ。特に，２５７～２５９は抉りと脚部の作り出

しから基部の正面観が「Ｗ」の字のようになっている。

２６２～２６４は，石鏃の製作過程にあるものと想定した。２６２

は，先端部の作り出しは十分であるが厚みがあり過ぎる。

２６３・２６４は，先端部の作り出しが不十分であるため，使

用に耐えられるとは思えない。
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　２点が出土し，そのうち１点を図化した。横広剥片の

両面に粗い二次加工を施したもので，つまみ部の抉りは

浅く，刃部がやや斜めに作られている。
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　２点が出土し，そのうち１点を図化した。大型の横長

剥片に手を加えたもので，全幅１０．８�を図る。明確な刃

部加工は認められないが，使用による剥離痕が下縁部に

残される。
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　３１点が出土し，そのうち１点を図化した。縦長剥片の

上端を除く部分に微細な剥離が見られる。
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　１１２点が出土し，そのうち３点を図化した。いずれも

刃器として有効であると考えられる。２６８は，外形が二

等辺三角形で，すべての辺に正面からの押圧剥離が見ら

れる。２６９も２６８と同様に正面からの押圧剥離が見られる

が，外形が撥形である。２７０は，左側に表裏からの交互

の押圧剥離が施される。
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　２点が出土し，そのうち１点を図化した。厚みのある

体部に短く小さい錐部が作出されている。
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　１４５点が出土し，そのうち２点を図化した。２７２は，作

業面を一定とせず，多方向から剥片を剥いでいる。２７３は，

平坦な礫面を打面とし，左側縁，正面，右側縁部を作業

面とし，連続して剥片を取り出している。 
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－５１－
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－５３－
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　２９９点出土し，２７点を図化した。２７４～２８１は，外形が

撥形である。２７４は，最大長２０．９�を測る。大型の打製

石斧であるが厚みは薄い。２７５は，刃部を水平に作出し

ている。２７９は，剥離が両側縁に連続し，単一の剥離で

作出された下縁をそのまま刃部としている。２８１は，薄

い礫に若干の手を加えて撥形を作出している。２８２～２９１

は基部の左右に抉りを有するものである。２８２は，礫皮

面を有する横長剥片を縦にし，基部に大きな抉りを作出

している。２８４は，刃部が斜めに作出される。２８５は，基

部の両側縁部に比較的細かい剥離が密に見られる。２８８は，

厚みのある比較的大きな剥片を用い，抉りで基部を作出

している。基部から下位は幅広になり，下縁の刃部が水

平にならない。２８９～２９１は，刃部が欠損しているが，残

存する部分から両側縁が下縁に向かってすぼまり，先端

が尖ると思われる。２９２～２９８は，中型から小型で，細身

の外形を持つものである。２９２は，外形が両側縁の中央

付近で幅が狭くなっている。２９４は，礫皮面を有し，厚

みのある剥片を素材としている。２９８は，比較的小さい

剥片を素材とし，下縁部を尖らせている。２９９・３００は，

側縁が弯曲しているものである。
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　厚みのある剥片の両側辺に二次加工を施し，抉りが入

るため，外形が弯曲したものを一括した。打製石斧の可

能性も否定できない。３０１は，右側の抉りの下位から下

縁部に刃部確認できる。３０２は，右側に弯曲し，左側下

位に使用に伴う刃こぼれが確認できる。３０３は，緩やか

に右側に弯曲する。縁部は３０４は，抉りで左右に弯曲し，

下端が欠損している。

��������	
��

���

　７点出土し，３点を図化した。３０５は，基部に集中して

敲打による整形が明瞭に残る。３０６は，使用による刃こ

ぼれが少ない。刃部を研いでほとんど使用していないと

思われる。３０７は，基部であるが，整形が不完全で大き

な剥離の面が残存する。
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　３７点出土し，２点を図化した。３０８は，右側と下端を使

用したと考えられる。３０９は，左側と下端を使用したと

考えられる。 
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－５５－
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－５６－
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　１５９点出土し，１７点を図化した。３１０・３１１は，縁辺部

に切れ間なく明瞭な敲打痕を有する。さらに，３１１は，

表裏の作業面以外が赤化し，所々煤の付着が見られる。

３１２～３２１は縁辺部に明瞭な敲打痕が確認できるが連続し

ない。３１３は，左側縁と下縁が欠損し，敲石への転用も

考えられる。３１５は，直径が約６０�の小型の磨石である。

３１７は，作業面が明瞭に確認で，使い込まれた印象を受

ける。
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－５７－
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－５８－

３１９の表裏と３２０の表は，作業面が著しく平滑である。３２２

～３２６は，縁辺部に僅かに敲打痕が確認できる。
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　１５１点出土し，８点を図化した。３２７～３２９は，重量が約

２～３�超の大型の敲石である。３２７は，上下端部に明

瞭な敲打痕が確認できる。３２８は，最大長が約２７�で重

量も敲石の中で最も重い。下端部に明瞭な敲打痕が確認

できる。３２９は，右側辺の角に明瞭な敲打が見られる。

一般的な敲石の用途と異なる可能性がある。３３０～３３４は，

小型の敲石である。３３３は縁辺部に連続して，他４点は

端部に敲打痕をもつ。 
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－６１－
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－６２－
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　９３点出土し，１点を図化した。小型の石皿で作業面が

傾斜している。その作業面の最も低い端に直径約５０�の

窪みをもつ。
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　１３点出土し，１点を図化した。縦横の断面がいずれも

四角形で安定して作業が行える形状をもつ。節理面を作

業面として使用している。
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　１８点出土し，４点を図化した。３３７・３３８は，縦横比が

ほぼ同じで，左右を打ち欠き，結束の位置を造り出して

いる。３３９は長軸方向の両端を打ち欠き，結束の位置を

造り出している。３４０は，長軸方向に加え，短軸方向に

おいても結束の可能性が伺える。
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　平成２１年度の調査範囲（Ａ～Ｃ－１０～１８区）において，

Ⅴ層から該期の土器片が出土した。遺構は，確認できな

かった。
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　突帯が口唇部に接して貼付される特徴をもつ。総数で

６５点出土し，そのうち１３点を図化した。３４１～３４５は，上

胴部で屈曲する器形を呈する。３４３は，無刻目突帯文が

口唇部につく。３４４は，刻み目の無い断面三角形の突帯

が２条巡る。３４５は，巻き貝の殻頂部を用いた刺突が施

される突帯が方形の区画を作る。３４６～３４９は，上胴部で

屈曲しない砲弾形の器形と考えられる。３４７は，外面に

炭化物の付着が確認され放射性炭素年代測定を試みた。

その結果，紀元前８００年から紀元前７５１年の年代が示され

ている。詳細については，第５章第３節と第６章第１節

３に記載した。３５０～３５３は，つまみ出しで突帯を作り出

し，細かい刻み目が入る。
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　総数で２８点出土し，そのうち６点を図化した。３５４～３５６

は，口唇部を外につまみ出し，口縁部が内傾し，上胴部

で強く屈曲する器形である。３５５・３５６は，内外面共にミ

ガキ調整が確認できる。３５７～３５９は，上胴部での屈曲が

なく緩やかにすぼまり底部へ至る器形である。３５７は，

口唇部が薄く，口縁部が内弯する。３５８は，ナデ調整，

３５９は，ミガキ調整が施される。
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　総数で３点出土し，そのうち２点を図化した。３６０・

３６１は，大きな断面三角形の突帯が平坦な口縁部を形成す

る。３６０は，突帯に刻み目が入る。
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　総数で７７点出土し，そのうち５点を図化した。３６２・

３６３は，肩部破片である。いずれも４条，２条の沈線が巡

る。３６４～３６６は，いずれも肩部に沈線が巡り，その沈線

の下位胴部の状況がわかる。３６４は，左上から右下に引

かれた複数の沈線によって鋸歯状の文様が描かれている。

３６５は，３条の沈線によって重孤文が描かれている。３６６は，

肩部沈線下位に文様が描かれていない。
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－６５－

  

�������	
��
�����



－６６－
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　総数で４点出土し，そのうち１点を図化した。３６７は，

口縁部上面が上方へ反り，内面に強く張り出す。黒髪式

の甕と考えられる。
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　３６８は，胎土に砂粒を多く含む。胴部下位の器壁が薄

い特徴をもつ。 
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－６７－
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　総数で５点出土し，そのうち２点を図化した。３６９・

３７０は口縁部である。短い口縁部で長い頸部をもつ器形を

呈する。３７０は，頸部下位に沈線をもつ。弥生時代中期

前葉のものと考えられる。
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　３７１は，低い充実高台が特徴の弥生時代前期甕の底部と

考えられる。ただし，縄文時代晩期の深鉢底部である可

能性も否定できない。３７２は，壺の底部，３７３は，甕の底

部と考えられる。 
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－６８－
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　本遺跡では古墳時代の遺物包含層は確認されていない。

また，遺構の検出もできなかったが，古代の遺物包含層

であるⅣ層，縄文時代晩期の遺物包含層であるⅤ層から

少量出土しているので記録することとした。
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　総数で２６点出土し，そのうち５点を図化した。３７４は

口縁部破片である。３７５・３７６は胴部破片である。３７５は，

刻み目を有する突帯をもつ。３７６は，貼り付けの薄い突

帯をもつ。３７７は脚部破片である。３７８は口縁部から胴部

下位までの破片である。口縁部が外反し，胴部はやや膨

らむものである。胴部外面に広く煤が付着している。
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　総数で２３点出土し，そのうち２点を図化した。３７９は，

口縁部から胴部までの破片である。口縁部は直行気味で，

胴部は球形状に膨らむ。３８０は，底部破片である。
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　総数で５点出土し，そのうち１点を図化した。３８１は，

高坏の脚部破片である。
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　総数で３点出土し，そのうち２点を図化した。３８２・

３８３は，口縁部である。口径と器面調整から坩の口縁と

判断したが，小型土器の可能性も捨てきれない。 
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－６９－
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　平成１９年度の調査範囲（Ａ～Ｄ－１～７区，Ｂ・Ｃ－

８区）である自然堤防の後背地部分において，古代の遺

物包含層であるⅣ層から遺構・遺物が見つかった。Ｂ・

Ｃ－３・４区において土坑５基と調査範囲全域において

柱穴状遺構（ピット）７８基を検出し，土師器，須恵器，

青磁，土製品が出土した。ただし，調査当初にⅣ層はａ，

ａ’，ｂと細かく分層されていたが，調査の進捗で各層

において同じように古代の遺物が出土した。また，調査

箇所において分層できない状況が確認できたのでⅣ層と

して一括りにした。また，平成２１年度の調査において遺

物包含層は確認できなかった。
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　Ⅳ層上面において遺物包含層より暗い色調の円形ない

し楕円形プランを５基検出した。調査の結果，形態・埋

土状況・出土遺物に差が見られたが，いずれも土坑と認

定できる遺構であった。また，古代に該当する土器片等

が埋土から出土し，それらの一部を資料化した。
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　Ｂ－４区Ⅳ層で検出した。平面形は若干歪みが見られ

るが円形で，直径は４５�である。また，検出面からの深

さは，約２０�であった。埋土は灰褐色粘質土である。土

器片が９点出土した。３８４は，土師甕の口縁部である。

口縁部は逆「Ｌ」字に近く外反し，胴部はあまり張らな

い。内面は口縁部近くまで明瞭なヘラケズリが認められ

る。
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　Ｂ－４区Ⅳ層で検出した。平面形は楕円形で，長径約

１．２ｍ，短径０．７ｍである。また，検出面からの深さは，

約２２�であった。埋土は灰褐色粘質土である。土器１点

と礫１点が出土した。小破片であったため，図化できな

かった。 
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－７０－
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－７１－
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　Ｃ－４区Ⅳ層で検出した。平面形は略円形で，直径が

約０．８ｍである。また，検出面からの深さは約３０�であっ

た。調査の結果，暗褐色粘質土を埋土とし，そのなかに

多くの炭化物と１６点の須恵器を包含する土坑であること

が判明した。３８５は，須恵器の甕の口縁部から胴部まで

の破片である。外面は格子目タタキ，内面は同心円タタ

キが認められる。遺構の使われた年代の特定を目的に炭

化物の１４Ｃ年代測定を実施した。その結果，９世紀末から

１０世紀頃に使用された可能性の高いことが示された。な

お，分析結果の詳細については，第５章第２節に記載し

た。
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　Ｃ－３区Ⅳ層で検出した。プランは直径約１．１ｍの円形

である。また，検出面からの深さは約２０�であった。埋

土は３枚に分層できた。土師器・須恵器の破片が２８点出

土した。埋土中には炭化物も含まれていた。３８６・３８７は，

土師器の坏の底部である。３８８～３９１は，土師の である。

３８８は口径１２．６�，器高５．６�を測る。底部は充実高台気

味で，体部は内弯気味に立ち上がり，口縁部へ至る。３９２

～３９４は土師甕の口縁部である。 
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－７３－
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　Ｃ－３区Ⅳ層で検出した。プランは直径約０．７ｍの略円

形である。また，検出面からの深さは約６０�であった。

埋土は，暗灰色粘質土に炭化物とⅣ層の明褐色土のブ

ロックが混入しており，自然堆積は見られなかったこと

から，土坑が一気に埋められたものと考えられる。土師

甕破片など２０点と表面が赤化した軽石２点が出土した。

３９５は，土師器の坏の底部である。３９６は，須恵器の甕の

胴部上部である。外面は格子目タタキ，内面は平行タタ

キと同心円あて具痕が認められる。
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　ピット（柱穴状遺構）は，７８基確認した。いずれもⅣ

層で検出した。検出位置は第５５図に示したとおりである。

全数のピットを半裁し，埋土状況と断面形状を調査した。

Ｃ－３区で検出した１基のピットに根石を確認した。ま

た，Ｂ－３区のピットからは該期の遺物が出土した。形

状計測の記録については，表１６の観察表を参照されたい。
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　総数で１０点が出土し，そのうち２点を図化した。３９７は，

低い高台をもつ。３９８は，充実高台で，ヘラ切りの底部

をもつ。
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　総数で５５点が出土し，そのうち５点を図化した。３９９は，

体部と比較して見込みの厚みが薄い特徴をもつ。４００は， 
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－７４－
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－７５－

充実高台をもつ。４０１は，低い高台をもつ。４０２・４０３は，

高台の脚部が外へ開く。４０２は見込みの厚みが膨らむ。４０３

は高台脚部が体部の厚さと比較して薄い。
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　総数で７点が出土し，そのうち２点を図化した。４０４

は片口の注ぎ口がある。４０５は内外面にハケ目が残る。
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　総数で１２点が出土し，そのうち４点を図化した。４０６・

４０７は，内面で鍵状に屈曲する口縁をもつ。４０８は，内面

で屈曲し，大きく外反する口縁をもつ。４０９は，内面で

屈曲し，小さく外反する口縁をもつ。
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　総数で２７点が出土し，そのうち８点を図化した。

４１０・４１１は，胴部が膨らむ。４１２～４１４は，口縁部が如意

状に開き胴部がおよそ直立する。４１５・４１６は小振りな甕

である。４１７は，底部である。類は不明である。
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　総数で２点が出土し，そのうち１点を図化した。下端

の破片である。

�������	
��

　総数で２点が出土し，そのうち１点を図化した。移動

式竈の正面観で確認できる焚き口左側下端部の破片であ

る。
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　総数で５４点が出土し，そのうち３点を図化した。４２０は，

見込みがやや膨れ，外に開く高台が薄手で高い。４２１は，

見込みが扁平で，外に開く高台が厚く高い。４２２は，外

に開く高台が厚く低い。 
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－７６－
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　総数で３点が出土し，そのうち２点を図化した。４２３は，

口唇部に向かうにつれて急に薄くなる口縁部である。４２４

は胴部から底部にかけての破片で，平安時代の須恵器と

思われる。
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　総数で２点が出土し，そのうち１点を図化した。４２５は，

Ｂ－７区の水田と思われる遺構埋土から出土した。平安

時代の須恵器と思われる。
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　総数で２点が出土し，そのうち１点を図化した。４２６は，

口唇部が小さく外反する。平安時代の須恵器の鉢である。
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　総数で３点が出土し，そのうち２点を図化した。４２７は，

Ｂ－７区で出土した底部である。４２８は，頸部破片である。

いずれも平安時代の須恵器と思われる。
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　総数で３２７点が出土し，そのうち６点を図化した。４２９

～４３３は，口縁部破片である。４３４は，胴部上部の破片で

ある。
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　総数で１２６点が出土し，そのうち６点を図化した。４３５

は，口縁部破片である。４３６は，肩部破片である。外面

は粗く，タタキが確認できない。４３７・４３８は，胴部破片

である。４３９・４４０は，底部破片である。
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　総数で１９点が出土し，そのうち８点を図化した。４４１

～４４３は，越州窯Ⅰ類と呼ばれる碗である。４４２は，口唇

部に浅い切れ込みと外面に条が見られる。破片の状況か

ら，この切れ込みと条は４セットある輪花碗と思われる。

４４４・４４５は，越州窯Ⅱ類と呼ばれる碗である。４４６～４４８

は，壷である。４４６は，頸部肩部の破片で取っ手が確認

できる。４４７・４４８は底部破片である。４４７は，胴部に条

が確認できる。
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　総数で７５点が出土し，そのうち７点を図化した。４４９

～４５２は，長さに長短あるが，中央と両端部の外径に差

がなく均一で太い。また，４４９～４５１は，孔の断面形状が

丸い。４５２は，孔の断面形状が正方形である。４５３は，孔

の大きさと外径の差が小さく，華奢な作りである。４５４は，

中央に比べ両端部の外径が小さい。４５５は，孔の両端部

に比べ中央が細く窄まっている。
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　１点出土した。自然科学分析の結果，該期の桃核であ

ることがわかった。詳細は，第５章第４節に記載した。 
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　主な調査範囲は，平成１９年度に調査を行った自然堤防

の後背地部分である。Ⅳ層が該期の遺物包含層である。

礫集積４基を検出した。ただし，Ⅳ層下位において古代

の遺構・遺物が該期の遺物と混在した。また，平成２１年

度の調査範囲において遺物包含層は確認できなかったが，

該期相当と考えられる礫集積３基を検出した。遺物は，

土器，陶磁器，石器，石製品が出土した。
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　自然堤防上のＣ－１１区Ⅴ層で検出した。長さ約８５�，

幅約３０�の範囲に４２個の角礫が積まれ，高さ約２５�にな

る。角礫の重さが最大で１９００ｇであった。石材は，安山

岩が最も多く，砂岩が次に続き，少ないが硬質安山岩が

３個含まれる。須恵器破片が礫に紛れて出土している。
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　自然堤防上のＤ－１１区Ⅴ層で検出した。長さ約１ｍ，

幅約３５�の範囲に３５個の角礫が積まれ，高さ約３５�にな

る。角礫の重さが最大で約２４�であった。石材は，安山

岩が最も多く，砂岩が次に続き，少ないが凝灰岩，頁岩，

滑石が含まれる。土器底部が礫に紛れて出土している。
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　自然堤防上のＦ－５・６区Ⅴ層で検出した。長径７０�，

短径５０�のほぼ円形に扁平な礫を敷き詰める状態であっ

た。礫の数は１７を数えたが，明らかに破断しているため

に数が増えてしまっている。最初は６個程度であったと

思われる。石材は，安山岩が最も多く，砂岩が次に続く。

プランの検出を試みたが確認できなかった。礫の広がり

は他の遺構と異なり，上面が平坦である。上部に重量物

を安定しておくことができる状況であったと考えられる。
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　自然堤防の後背地でＣ－６区Ⅳａ層で検出した。縦横

約３０�前後の範囲に１０個の角礫が積み重なり，高さ約３０

�になる。角礫の重さが最大で約５．８�であった。石材は，

砂岩が最も多く，礫岩・頁岩が同数であった。
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　自然堤防の後背地でＢ－３区Ⅳａ層で検出した。縦横

約１ｍ前後の範囲に２９個の角礫が散在し，最も礫が集中

しているところで高さ約２０�になる。角礫の重さが最

大で８２０ｇであった。石材は頁岩が１個で残りはすべて砂

岩であった。須恵器破片が礫に紛れて出土している。 
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　自然堤防の後背地でＢ・Ｃ－３区Ⅳａ層で検出した。

縦横約３ｍの傾斜がほとんどない地形の範囲に，およそ

南北方向に５条の角礫の並びを確認した。角礫の総数は

１５９個，１個の重さが最大で約４．３�であった。角礫が集

中し最も高さがあるところで約２０�を測る。石材は，砂

岩が最も多く，頁岩・礫岩が続く。また，角礫の表面が

赤化しているものが多い。他にも土師器，須恵器の破片

炭化物が角礫に紛れて出土した。

　この遺構は，該期の遺構の中で最も規模が大きく，特

徴的な要素を多く含んでいる。そのため，遺構の使われ

た時代を特定することを目的に，遺構内から出土した炭

化物の１４Ｃ年代測定を実施した。その結果，１６世紀と１７

世紀頃の範囲が示された。なお，分析結果の詳細につい

ては，第５章自然科学分析を参照されたい。
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　自然堤防の後背地でＤ－３・４区Ⅳａ層で検出した。

長さ９５�，幅７０�の範囲に４０個の角礫が積まれ，高さ約

４５�になる。角礫の重さが最大で約８�を越える。石材

は，砂岩の占める割合が９割で，残りは頁岩，安山岩，

礫岩が見られた。
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　総数で３０点出土し，そのうち４点を図化した。４５７は，

小型の皿で口唇部を尖らせ，口禿げになっている。４５８は，

外反する口縁部をもつ皿である。時期は１６世紀後半頃と

考えられる。４５９は，玉縁口縁の特徴をもつ碗である。

時期は１１世紀後半～１２世紀前半頃と考えられる。４６０は，

４５９の口縁特徴をもつ碗の胴部破片である。
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　総数で２６点出土し，そのうち１点を図化した。４６１は，

鎬連弁の文様をもつ碗の口縁部である。時期は１４・１５世

紀頃と考えられる。
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　総数で５７点出土し，そのうち２点を図化した。４６２は，

器形が碗で，見込みが脹れる饅頭心の青花である。小野

分類によるＥ類に属し，時期は１６世紀後半と考えられて

いる。４６３は，肥前系の皿で，時期は１８世紀後半頃と考

えられている。
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　総数で１０７点出土し，そのうち７点を図化した。４６４は，

蛇の目釉剥ぎがある龍門寺系の丸碗である。４６５は，土

瓶の蓋である。４６６は，苗代川系の土瓶の胴部片で，時

期は１８世紀後半～１９世紀と考えられている。４６７は小壺の

口縁で，４６８は片口の注ぎ口のある甕の口縁である。４６９

は甕の底部である。４７０は，灯明皿受台である。
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　総数で８点出土し，そのうち１点を図化した。中世の

甕の胴部片である。
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　総数で６点出土し、そのうち１点を図化した。焙烙の

把手である。
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　１点のみ出土した。肥前系の小坏で近世以降の新しい

ものと思われる。
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　総数で４３点出土し，そのうち１点を図化した。滑石製

の舟形石製品と考えられる。石鍋を転用したもので右側

に口唇部が確認できる。
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　総数で３点出土し，そのうち１点を図化した。円礫の

一端を大きく割り，割れ口の端部一か所に火打ち金を当

てていることが形状の観察からわかる。石材は，水晶と

考えられる。 �������	�
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　調査範囲は平成１９年度に調査を行った自然堤防の後背

地部分である。生活面は耕作等によってほとんど残存し

ていない。遺物も表土から出土しているだけで，該期の

みを包含する地層はない。遺構は表土直下のⅣ及びⅤ層

で検出した。居住に伴うような遺構等は検出できなかっ

たが，耕作等での土地利用がうかがわれる畝状遺構や水

田跡などの遺構を検出できた。各遺構の配置は第６７図の

とおりである。
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　Ａ・Ｂ－１０区及びＡ－９区のⅤ層で検出した。埋土は

灰色土のⅢ層である。６つの畝間状の掘り込みが幅約７

ｍにわたり，最長約８ｍから最短約１．５ｍで確認した。

各畝間の伸びる方向は，およそ東西方向である。埋土を

掘り下げたところ，いずれの遺構も底面が不安定で硬化

面はなく，凹凸が激しい状況であった。底面から検出面

までの高さが著しく低いことから，後世の耕作等によっ

て遺構上部は削平されていると思われる。遺物の出土は，

土器の小片が数点のみで，特記するものはない。また，

検出面と同じレベルの一部分においてマンガン分を含む

水田基盤の広がりを確認した。
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　Ｂ・Ｃ－７・８区Ⅴ層で検出した。埋土は灰色土のⅢ

層である。埋土は，若干の水分を含み粒度が細かく均一

で粘質が強い。プランはおよそ東西方向に１５ｍ，南北方

向に８．５ｍを測る。プランの南端には後世の耕作等によっ

て削平されたと思われる段差があり，調査前から確認し

ていた。削平される以前は，おそらく長方形の遺構であっ

たと思われる。ベルトを残して掘り下げると埋土内に埋

土とは異なる土壌がブロック状に混在していることが明

らかになった。また，底面近くには，マンガン分の多く

含むと思われる基盤が安定して形成しているのを確認し

た。これらのことからこの遺構は水田跡と判断した。ま

た，北端は，レベルが南端に比べ若干高く，拳より大き

めの円礫が北端近くに散在していた。これらの円礫は，

おそらく北端に沿って並べてあったと思われる。遺構内

からは若干の遺物が出土したが，縄文時代から近代のも

のが混在していた。
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　Ｃ－８区Ⅳ層で検出した。この遺構は，埋土上に石列

が載っている状況にあり石列が作られる以前に存在して

いた遺構である。しかし，無色透明のガラス瓶の破片が

出土した近接する畝間埋土と同じ色調の埋土であること

から畝間と同時期で，なおかつ新しい時代の遺構と判断

し，近代の調査に掲載した。
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　　Ｃ－８区，Ｄ－６・７区Ⅳ層において検出した。Ｃ

－８区からＤ－７区にかけての約１８ｍの石列部分とＤ－

６区の幅約７ｍ，高さ約１．６ｍの石組の部分で構成される

遺構である。石列は，川内川の自然堤防とその後背地の

境部分に沿うように並び，１つの石の大きさは，大きい

もので５０�を越える。石組は，石列より川内川の下流方

向に位置し，地形的に石列の位置から石組の位置へ緩や

かに傾斜しているところに立地する。石組を構成してい

る石のいくつかには鑿痕が確認できる。ただし，石組み

の技法には規則性は見られず，野面積みに近い。石組の

最下端は，中心部が深く，左右両端が浅い。最下端が水

平になっていない石組は，構築物として不自然な印象を

受ける。石組の背後には，およそこぶし大の円礫が入れ 
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１　灰色土

２　水田基盤層

３　灰色土

４　灰色土含むマンガン

５　カクラン層

６　粘土

７　黄灰色土

８　明黄褐色砂質土

９　赤灰色砂

１０　粘質土混じり砂

１１　粘質土混じり砂（粘質土多し）

１２　黄灰色土＋灰色土

１３　砂

１４　暗灰色砂

Ａ－Ａ’断面

１　水田基盤層

２　にぶい黄橙色砂質土

３　にぶい黄橙色砂質砂

４　カクラン層

５　マンガン層混じりにぶい黄橙色砂質土

６　にぶい黄橙色砂

７　黄橙色砂

Ｂ－Ｂ’断面

１　カクラン層

２　灰色土

３　マンガン層混じり砂

４　灰褐色砂質土

５　砂質土

６　灰褐色砂質土混じり褐色土

７　灰色砂

８　灰褐色土粘質土



－８４－

られている状況を確認した。これらは，水分を含んだ土

砂によって石組に働く圧力を弱め，石組の崩壊を防ぐた

めに入れた裏込め石と思われる。さらに背後の土層を確

認したところ石組の正面に対応する位置に不安定な地層

が断面で確認できた。これらのことを総合的に考えると，

この遺構は応急的な土木工事の手法によって構築された

石組と判断した。なお，Ｃ－８区の石列部分の周辺から

青色のガラス瓶破片が出土し，溝状遺構との関係から新

しい時代の遺構と判断し，近代の調査に掲載した。

��������	


　表土剥ぎ直後に検出し，最下部はⅣ・Ⅴ層上面に達し

ていた。また，時代を示す遺物や他の遺構との関連が認

められないことから，杭を打たれた時代の特定が困難で

あるため近代の調査に掲載した。

　これらの杭は，平成１９年度に調査した範囲全体にわ

たって直線上に並ぶような傾向が見られた。また，杭と

杭の間隔は，およそ０．５ｍ以上１ｍ未満であった。さらに，

杭の直径は，その痕跡から約５�程度であると推定した。

Ｂ－６・７区においては，８つの杭痕をほぼ直線上に検出

し，半截を試みるなどして詳細な記録を行った。これら

の中で杭１・２の杭痕から杭が出土した。杭２は先端部の

みであるが，どちらも木質の杭で，先端部を鋭利に尖ら

せる加工が施されていた。

��������	
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　山崎野町跡Ａは，およそ６０ｍを隔てて調査区が南北に

分かれている。両調査区を，それぞれ北側・南側調査区

として，平成２１年１１月の試掘調査（計８トレンチ）結果

をもとに，本調査を平成２２年１月～３月と７月に実施し

た（実働５８日）。

　調査にあたっては，公共座標をもとにグリッドを設定

し，１０ｍ単位で南から北方向に１，２，３…，東から西方

向にＡ，Ｂ，Ｃ…とした。座標の基準は山崎橋架け替え

工事のために設定された道路杭２２３ＫＥ．１－２と２２５�１３

とし，同杭２２７�１４で入力値及び測定値が正しいことを確

認したのち，調査区内にグリッド杭を設置した。

　それぞれの調査区を並行する形で調査を進めたが，１月

～３月は北側を，７月は南側を重点的に調査した。

　北側調査区では，近世以降の建築物の基礎や客土等の

影響のため広い範囲で層が乱れていることや，礎石と思

われる遺構があることが試掘調査で判明していたため，

長軸方向に大きくトレンチを設定し，遺構を検出したと

ころから調査範囲を広げていった。

　南側調査区は，北側に比べて層の乱れは少なく縄文時

代の包含層が残っていることが判明していたため，層の

色調や土質の差を見ながら層ごとに調査を進めた。

�������	
��


　北側調査区では，表土除去開始後すぐにまとまった石

列やピットが現れた。平面で調査範囲を広げながら，色

調の違いや土質の差を見極め，平板で配置を確認した上

で掘立柱建物跡１棟，礎石建物跡３棟，布基礎２基（１

基は大型の礎石建物跡の中に位置する。）を検出した。

これらの遺構は，層位から建築時期を特定することはで

きなかったが，周辺の出土遺物をもとに掘立柱建物跡は

中世，その他は近世の遺構と判断した。

　南側調査区では北側調査区のような規模の大きい遺構

の検出はなかったが，Ｊ－８区で袋状口縁を持つ壺（６６２）

が押しつぶされたような状況で出土した。周囲を精査し

たが掘込みは確認できなかった。
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　調査経過については，調査日誌をもとに主な出来事を

月単位で示す。

������

����

調査開始，表土剥ぎ，両調査区掘下げ

公共座標値確認，グリッド杭打ち

����

�����

トレンチ設定（９Ｔ・１０Ｔ）

掘下げ，土層断面写真撮影，実測

拡張掘下げ，出土状況写真撮影

縄文土器，近世遺物等取上げ

ピット群検出，周辺精査，配置実測，写真撮影

掘立柱建物跡検出，実測，半截

井戸検出，実測，写真撮影，周辺掘下げ

石垣検出，写真撮影

Ｐ－１６区石列検出

�����

グリッド杭打ち，表土剥ぎ，掘下げ

����

鹿児島大学森脇宏教授調査指導（３／８）

国交省川内川河川事務所との引渡し協議（３／１８）

�����

拡張掘下げ，井戸・礎石建物跡実測

集石写真撮影・実測

掘立柱建物跡完掘・写真撮影・実測

押型文土器出土状況実測

掘立柱建物跡配置図実測

遺構配置図実測

空撮準備・空撮（３／１２）

１１Ｔ・１２Ｔ掘下げ，土層断面実測

布基礎，礎石建物跡検出・実測

Ⅱ層上面コンターデータ収集

完掘状況写真撮影

礎石建物跡実測

遺跡内，境界等養生

�����

グリッド杭打ち，表土剥ぎ，掘下げ，遺物取上げ

遺跡内，境界等養生

������
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　国交省川内川河川事務所との引渡し協議（７／２２）

�����

礎石写真撮影・実測

Ｑ－１５区下層確認トレンチ設定・掘下げ

埋戻し

�����

グリッド杭打ち

下層確認トレンチ設定・掘下げ

Ⅱ～Ⅲ層掘下げ，遺物取上げ，写真撮影

Ｋ８石斧出土状況写真撮影

土層断面図作成

Ⅳ層上面コンターデータ収集

埋戻し 
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　本遺跡では，縄文時代早期から古代にかけての土器

２，０００点あまりが出土した。遺物は，各時代の特徴を持

つ土器が同じ層位に混在する状態で出土しており，明確

に分層することが困難であった。そのため，器形と文様

などの特徴をもとに，縄文時代から古墳時代までの土器

を１６の類に分けて報告する。 

特　徴実測図類

楕円又は山形の縄文原体

を回転施文する。

【押型文土器】

１

口縁部に貝殻等による連
続刺突を施し，胴部に貝殻
で条線や押引などの文様
を施す。押引・貼付けの有
無で細分した。
【無し：塞ノ神式土器，
　有り：苦浜式土器】

２

櫛描き状の幾何学文様を

器面全体に施す。

【曽畑式土器】

３

貝殻による連点文や幾何

学的な微細突帯による文

様を施す。

【深浦式土器】

４

口縁端部内外面に粘土紐
を貼付し，そこに「Σ」字
状刺突を施す。また，肉厚
の口縁上にも「Σ」字状刺
突を施し，内面には縄文を
描く。
【大歳山式土器】

５

内外面に貝殻による条痕

を施す。

【条痕文土器】

６

キャリパー状の口縁を持

ち，全体に粗く硬い撚りの

縄文を施す。口縁には刺突

を施した突帯を有する。

【船元式土器】

７

貼り付け文，沈線，刺突に

よる多彩な文様が描かれ

る。口縁部に突帯を巡らし，

口唇部にも刺突を施す。

【春日式土器】

８

特　徴実測図類

胎土に滑石を多く含み，銀

色っぽい色調でなめらか

な触感をもつ。指ナデ文様

の間に二叉状の刺突具で

押し引き文様を施す。

【並木式土器】

９

指あるいは工具等を用い

て太い沈線・凹線を描く。

赤褐色系の胎土のものが

多い。

【出水式土器】

１０

断面が「く」字状の口縁を

持ち，胴部に磨消し縄文が

見られる。

【西平式土器】

１１

器面内外に貝殻条痕やナ

デなどの調整を施す。全体

として粗いつくりである。

深鉢が多い。

【粗製深鉢】

１２

内外面共に丁寧なミガキ

調整を施す。器種は浅鉢で

ある。

【精製浅鉢】

１３

口縁部から胴部にかけて，

二条あるいは一条の刻目

突帯を持つ。

【刻目突帯文土器】

１４

上げ底の底部から胴部・口

縁部にかけて直線的に広

がり，内外面に工具による

ナデ調整を施す。

【甕形土器】

１５

尖底の底部から胴部へ大

きくふくらみ，締まった頸

部を経て袋状の口縁を持

つ。

【壺形土器】

１６

�������	�
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　山崎野町跡Ａは，川内川の中流域で久冨木川と合流す

る地点に所在し，三方を川で囲まれた河岸段丘上に位置

する。

　北側調査区は，２０年ほど前に製材所の解体工事が行わ

れた際も含め，過去に広範囲な攪乱を受けている。また，

河川の氾濫による砂泥の堆積層が多数混在しており，遺

物の出土状況も縄文時代から近世までの遺物がほぼ同レ

ベルで検出される状況で，明確な分層が困難であった。

一方南側調査区では，部分的に良好な堆積状況が見られ

たが，表土除去後すぐに縄文時代晩期相当の遺物がみら

れ，各層の土質や色調なども北側調査区とは異なる印象

を受けた。そのため，平成２１年度調査の概要報告では，

遺跡全体をとらえて表土，淡黄褐色砂質土，淡灰褐色土，

灰褐色砂質土の４層で報告していたものを，平成２２年７

月の調査結果を踏まえて，北側調査区と南側調査区をそ

れぞれ別のものとして表２１のように設定した。

　また，南側調査区の調査ではⅥ層に含まれる粒子中に

火山灰と思われるものを確認した。この粒子は，科学分

析によりアカホヤ火山灰と推定された。詳細は第５章で

述べる。 
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　陶磁器類は，主に北側調査区で約２，１５０点出土した。

器類・器種・器形については，『四谷三丁目遺跡』別冊

「江戸遺跡検出のやきもの分類」（東京消防庁１９９１）を

基本とし，細部については地域性や民族例を考慮して分

類した。また，釉薬・胎土の色調については客観性を持

たせるため『新版標準土色帖（２０００年版）』農林水産省

（農林水産技術会議事務所）を参考にした。

�　��

　石器は，南北両調査区で約９００点出土した。時代ごと

の区分は層が乱れていることもあり困難であった。土器

の出土状況を見ると北側調査区では大半が早期，南側調

査区では早期はなく，前期から晩期までの土器形式がⅡ

層からⅢ層にかけて混在する状況であった。そこで，北

側調査区出土の石器は縄文時代早期として，南側調査区

については前期から晩期までを一括して掲載した。

　これらの石器を，器種により表２０のように分類した。

また，石材については石材産地を推定できる黒曜石につ

いては細分化を試み，表５に示すとおり分類した。

��������	
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定　　義器　種

矢の先端に装着する狩猟具。ガラス質石材から安山岩まで多種の石材を使用し，素材剥片に押圧
剥離により二次加工を施し整形しているもの。多様な形態がみられ細分できる。

打製石鏃

つまみ部を有することを第一の特徴とする。素材剥片に押圧剥離により整形され刃部はていねい
な二次加工が施されたもの。

石匙

剥片の縁片に二次加工を施して刃部としたもの。多様な石材が使用され，形態も多種である。スクレイパー

剥片の縁辺の一部に二次加工が認められるもの。スクレイパーと判断した以外のもの。二次加工剥片

素材剥片を剥離したもの。礫素材のものや剥片素材のものがあり，打面と作業面との関係も含め
て多種の形態がある。

石核

全体あるいは刃部を剥離や研磨により形成した伐採具あるいは木材の加工具。石斧

河原の円礫等を使用し，敲打の結果と考えられる割れや敲打痕を持つもの。敲石

河原の円礫等を使用し，「磨る」作業によってできたと考えられる平滑な面を持つもの。磨石

扁平な小円礫の両端に敲打や小剥離による抉りをつけた石器。石錘

植物質食料加工具。磨石類により堅果類の製粉作業化に使用されたもの。厚みのある大型礫のほか，
使用により中央部が皿状に凹むものがある。

石皿

軽石に穿孔や何らかの道具を使用して凹線などを施したもの。軽石製品

扁平な礫の縁辺に，粗雑な剥離で刃部を形成したもの。礫器

�������
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　縄文時代早期の遺構は集石１基のみで，遺物は北側調

査区で出土した１類，２類の土器である。南側調査区で

は早期の土器を確認できなかったことや，北側調査区で

出土した土器は早期がほとんどで，前期以降はわずかし

か出土しなかったことから，早期の分布範囲は北側調査

区内と考えた。石器については北側調査区のものを早期，

南側調査区のものを前期から晩期の遺物として掲載する。
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　Ｒ－１７区で検出され，５２個の石を確認した。被熱によ

る赤変した石がみられたが，炭化物や掘込みは確認でき

なかった。石材は主に安山岩で，転礫が多い。礫は６０�

×７０�の範囲内に集中し，最大のものは１５�×１０�，平

均的なものでこぶし大程度であった。平地に礫を集めた

ような状態で，調理など生活の場として使用された可能

性は低い。周辺では２－ａ類土器が出土している。
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　早期土器は北側調査区から出土した。器形的特徴を確

実につかめる口縁部が少ないため，押型文以外の土器は

貝殻文土器で，３つの類に細分した。これらの中から接合・

復元できたものも含めて２２点を図化した。
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　外面に楕円・山形の押型文を施すものである。４７６は

Ｑ－１６区で検出され，口縁部付近から底部までがまと

まって出土した。胴部の最大径はおよそ３５�で，外面全

体に山形・楕円の押型丈を交互に施文している。内面は

ヘラケズリ後にナデ調整，底部は径７．５～８．０�でやや上

げ気味の平底である。４７７は山形，４７８は楕円押型文の胴

部，４７９は楕円押型文の底部である。
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　胴部のみである。直線的な貝殻条痕が残る。４８０・４８１

は２条の貝殻条痕を横位に巡らせるものであるが，４８０に

は上部に貝殻で押引した部分が一部残る。４８２～４８４は横

位・縦位の条痕が認められる。４８５～４８７は４８０と同様の

押引を施す。４８８は胴部への刺突と角度をつけて曲がる条

痕を施し，さらにその上に工具等によるナデが薄く残る。
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　曲線的な貝殻条痕を施し，口唇部に刺突が残るもので

ある。４８９～４９１は同一個体のものと思われる。頸部から

口縁部にかけて条痕が残り，その上下に押引で境界を作

る。口唇部にはかすかだが刺突が認められる。４９２・４９３

は刺突を持つ口縁部である。
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　４９４～４９６は２－ａ類よりも密に直線的な貝殻条痕を施

すが，雑な印象を受ける。４９７は磨滅しているがかすか

に同様の条痕が残る。 
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　石器は南北調査区合わせて９００点あまり出土した。これ

らの中で，土器の出土状況から考えて北側調査区で出土

しているものを早期石器とし，２０点を図化した。
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　４９８・４９９は基部がわずかに弯曲するもので，４９８では

右側縁，４９９では左側縁の一部が抉られる。この抉りは

着装と関連する可能性も考えられ，注目したい。５００の

基部は深く抉られ，先端も鋭利に仕上げている。
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　５０１は刃部の一部を欠くが，正面右側が折れ

ている両面調整がなされ，つまみもしっかりし

ており丁寧に仕上げられている。５０２は素材剥

片の形状を生かしたもので，つまみを形成する

抉りを結ぶ線と刃部の線が斜めに交わる形状

である。刃部は直線状に仕上げている。
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　５０３は腹面下部から背面先端部に二次加工，

５０４は正面下部に微細な剥離が認められる。５０５

は右側縁，下端部に二次加工跡があり，レンズ

状の断面形を呈している。
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　腰岳産黒曜石とみられる。縦６．５�，横６�，

厚さ４�を測る。
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　５０７は磨製石斧である。右側面と裏面に残る

摩滅痕は着柄によると思われる。刃部の刃潰れ

は激しく，伐採機能喪失後は敲打具として再利

用されたと思われる。５０８は打製石斧である。

方形の礫の縁辺を粗く剥離している。
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　５０９・５１０は平坦面を持つ円礫もしくは楕円礫

を用いたもので，平坦面は摩耗し，側縁部に敲 
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－９４－

打痕が残る。５１１～５１３は棒状に近い礫の両端を敲

打面としている。５１４・５１５は棒状の礫を研磨し，

手になじむ形状に仕上げている。いずれも両端に

敲打痕が残る。５１６は厚さ１�の板石を隅丸方形

状に加工したもので，下部に敲打痕が残る。
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　５１７は軽石を楕円の円盤状に加工し，平坦部に

２か所の穿孔を試みている。中央に近い方は，裏

面からも穿孔を試みた痕跡が残り，製作途中のも

のと思われる。
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　縄文時代の前期以降については，遺構は検出されず，

遺物も北側調査区ではわずかに見られた程度であった。

南側調査区では前期から後期にかけての遺物が主にⅢ層

から，後期から晩期にかけての遺物が主にⅡ層から出土

した。しかし，層位的には同等のレベルでも前期の遺物

と晩期の遺物が見られるため，前期から晩期を一括りに

して，器形と文様などの特徴をもとに１３の類に分けてみ

た。ここではその中から６３点を図化した。
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　口縁～胴部に櫛描き状の文様が見られるものである。

５１８は口縁部である。明瞭な沈線が施され，口唇部には

細かい連続刺突が施される。　５１９・５２０は胴部で，四角

文と思われる沈線を施す。
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　貝殻による連点文や幾何学的な微細突帯による文様を

施すもので，１１５点出土した。

　５２１・５２２は貝殻腹縁による刺突で連点文をつけるもの

である。共に外面に縦位・横位と斜位の各方向に２列の

連点文を施す。５２２は破片の縁が摩滅していることから，

壊れたあとに流水の影響を受けたと考えられる。５２３・５２４

は微隆起突帯とその周囲に巡らす数条の沈線で幾何学文

様を作る。５２５・５２６は口縁・胴部の破片である。沈線の

描き方からこの類が近いと判断したが，出土区が北側調

査区であるため，この類に属さない可能性もある。沈線

内に白色の微粒子粘質土が残存している。遺跡周辺や包

含層内の土壌とは異なるもので，白色顔料の可能性もあ

る。５２７・５２８は，工具による条痕をつけた後に微隆起突

帯を口縁・胴囲に巡らす。５２７の口縁付近内面には，抉

るような条痕が見られる。外面には煤が付着している。

５２９・５３０は，文様及び胎土からこの類に属すると思われ

るものである。５２９はやや内傾する口縁部，５３０は尖底の

底部である。 
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　口縁部だけ５点出土した中から，接合した１点を図化

した。口縁部が肥厚し，口唇部には「Σ」字状刺突を施

し，口縁内面には縄文，外面には三角突帯に「Σ」字状

刺突を施す。胎土にはわずかながら細かい雲母や火山ガ

ラスが含まれており，在地の土を用いた可能性も考えら

れる。
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　内外面に条痕を施すもので，外面には縦位の深い条痕，

内面には横位・斜位の条痕が見られる。５３２・５３３は外面

の条痕内に煤が付着していた。５３４から試料を採取し１４Ｃ

年代測定をしたところ相応の時期判定が得られた（第５

章参照）。
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　全体に粗く硬い撚りの縄文を施す。５３５は内弯する口縁

部で，工具による刺突を持つ突帯が１条巡り内側には斜

位の縄文が施される。５３６は頸部で，殻頂圧痕を施す。
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　波状口縁を呈し，貼り付け文，刺突による文様が描か

れるものである。５３７は口縁部に３条の連続刺突を巡らせ

る。波頂部には波状突帯が貼り付き，連続刺突の上１条

は波頂部で波状突帯に合流する。５３８は胴部で，内外面

共に貝殻条痕を重ねる。
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　胴部から口縁部にかけて１７点出土した。５３９は接合した

１点である。胎土に滑石が多く含まれ，銀色に近い光沢

を持つ。指なで文様の間に二叉状の刺突具で押し引き文

様が描かれる。補修孔も残る。 
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　指あるいは工具等を用いて太い沈線・凹線を描くもの

を一括した。５４０ははっきりとした横位の沈線で「口」

を描き，中にも数条の沈線を残す。５４１はヘラなどによ

り流線型の凸部を描く。口唇部には爪または竹管による

刻みが入る。５４２は口縁から頸部にかけて太い凹線が入る。

５４３は口唇部に爪形の連続刺突を施す皿である。５４４はね

じり紐状の口唇を持ち，口縁部に短く深い沈線を斜位に

刻む。５４５は１条の沈線で楕円に近い文様を描く。５４６～

５４８は底部である。５４６は網代底で，立ちあがりは少しく

びれた後直線状に開く。５４７は立ちあがりに斜位の条痕が

認められる。５４８はやや丸底で立ちあがりにヘラ等で押え

た跡が残る。
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　口縁部に縄文を施し，さらに沈線を巡らせるものと，

それにつながると思われる胴部・底部をまとめた。５４９

は内外面をミガキ調整し，口縁部にそれぞれ工具を使い

分けた２条の沈線を施す。上位の沈線は太く，波状で，

継ぎ目を潰すような刺突が入る。下位の沈線は細く，直

線状に巡る。下位の沈線の下には弧状の烈点が加えられ

る。５５０は胴部で，２条の細かい沈線を１つの単位として

横位・斜位に走らせる。５５１・５５２は，５４９・５５０よりも時

期的に新しいと思われる口縁部である。５５１は口縁部が大

きく外反し，断面は逆「く」字状に作られる。口縁外部

は縄文を施した後，３条の沈線を巡らす。口縁内部は指

押えによる凹線が入る。５５２は，口緑外部に細い沈線が
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５条入るが，互いに平行ではなく，端が切れるものもあ

る。口縁内部は剥落し，外部は接合面で剥離している。

剥離面には接合痕が明瞭に残る。５５３・５５４はいずれも上

げ底の底部である。立ち上がりはそれぞれ内弯・直立と

異なるが，いずれも縦位の貝殻腹縁による条痕が施され

る。底部にも全面に同様の条痕が施され，５５３の方が大

きめの貝を使用している。
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　器面内外に貝殻条痕やナデなどの調整を施すものを一

括した。５５５は玉縁状の口縁で粗い３条の沈線と突帯が残

る。５５６～５５８は口唇部をナデているが，５５６は平坦に仕

上げられ，ほかはやや粗い仕上げである。５５９は胴部最

大径部で逆「く」字状に屈曲する。内面に一部削った跡

が残る。５６０・５６１は内面にミガキ調整が施される半粗半

精土器の胴部である。５６１は内面が煤で丁寧に磨きあげら

れている。
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　器面内外面共にミガキが施されるものである。５６２は玉

縁状の口縁部を有し，頸部までが短い。頸部で「く」字

状に屈曲し，胴部は丸みを帯び，口径よりも胴部径が大

きい。５６３・５６４はリボン状の口縁部を持つ。５６４は玉縁

状で直立する口縁部から胴部が大きく膨らむ。５６５は小型

の鉢で，玉縁状の口縁と屈曲する頸部から胴部へ膨らむ。

頸部を水平に削る形で２条の沈線を施す。５６６は波状口縁

を有し口唇に沿って１条の沈線が入る。５６７は膨らんだ胴

部から口縁部へと直立する。５６８・５６９は外反・内弯する

胴部で，底部からせり出す形で段を作る。５７０は内傾す

る胴部で，２条の沈線を施す。沈線内に赤色顔料が残っ

ており，電子顕微鏡観察によりパイプ状のベンガラであ

ることが判明した。５７１は立ちあがりが深く括れる底部で

ある。５７２は胴部下位に２条の沈線が巡り，わずかに赤

色顔料が残る。
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　刻目突帯を巡らす甕形土器の口縁部である。５７３は口縁

部直下に刻目突帯を巡らす。５７４は口縁端部及び胴部上位

の屈曲部に刻目突帯を巡らすが，口縁端部の刻みは櫛状

工具，胴部の刻みはヘラ状工具によるものと思われる。 
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－１００－

５７５は復元口径約３３．２�を測る。口縁部直下及び胴部上位

の屈曲部に刻目突帯を巡らすものであるが，突帯間に先

端部を鈎状に描く沈線が施される。
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　縄文時代晩期に相当すると考えられる土器底部と，復

元した無文土器である。立ち上がりは５７７が直立，５７８は

内傾する。５７９は底部が厚く，立ち上がりは緩やかに内

傾する。５８０は立ちあがりが内にくびれた後開いていく。

器形はかなり歪んでいるが，粘土紐を巻いた様子が良く

分かる資料である。 
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－１０１－
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　南側調査区出土の石器を縄文時代前期以降の遺物とし

た。主となる包含層はⅢ層であるが，一部Ⅱ層も含まれ

る。ここでは６８点を図化した。
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　１４点出土した。５８１・５８２の基部は平基，５８３～５８６はわ

ずかに内弯し，５８７～５９３は抉りが入る。５９４は未製品あ

るいは石錐の可能性もある。５８１は基部・側面の調整も

施されており，使用時に折れたものと思われる。５８２は

側縁部の一部を欠き中央部にまだ厚みを残すが，完形品

と見られる。５８３の右側縁上部の１か所，５８４・５８５の両

側縁下部の２か所に残る深い抉りは，着装と関連する可

能性として注目しておきたい。５８３は右側面から左脚部に

かけて大きな剥離が見られる。仕上げの段階で左脚部が

折れたと考えられる。５８６は基部の調整がなされておらず，

製作途中で破棄したとも考えられる。５９２・５９３は脚部も

鋭く尖り，両側縁は鋸歯状に仕上げる。５９４は周縁部と

裏面先端部に刃つぶし加工を施したもので，表面には使

用によると思われる摩滅面がみられることから，石錐の

可能性も考えられる。
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　上部を欠損するが，５９５・５９６は，いわゆるサブマリー

ンタイプで，刃部の縦断面形は凸レンズ状を呈し，刃部

は直線状に仕上げている。５９６はつまみと刃部右側が折れ

ているが，形状から石匙と判断した。周縁の調整も丁寧

に施されている。５９７・５９８は素材剥片の形状を生かした

もので，素材剥片の剥離面が多く残されている。器種の

認定については，刃部が両刃であることや，つまみとな

る抉りを形成しつつあることから判断した。
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　５９９は肉厚の縦長剥片の右側面に刃部形成，６００は扁平

な不定形剥片の左側縁から下端の両面に平坦剥離による

刃部を形成したものである。６０１は縁辺に粗い刃部加工が

見られ，制作途中のものとも考えられる。
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　６０２・６０３は白色系のチャートの剥片で，６０２は縦長剥片，

６０３は打点移動を繰り返す剥片剥離技術の存在が看取で

きる。６０４～６０８は，刃部形成を試みた跡がみられる。こ

の種の剥片は多く見られたが，二次加工を確認できる資

料は少なく，石器と認定できるものは多くない。
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　６０９は主に腹面側の側面に二次加工の痕跡が残る。６１０・

６１１はチャートを用いたもので，６１０は両側縁に，６１１は

下部を中心に両面加工状の成形が認められる。特に，６１０

の右側縁は両面方向から加工している。６１２は磨製製品の

二次利用と考えられ，下部に片面の微細な剥離が見られ

る。６１３は下部にわずかながら剥離が見られる。
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　６１４は剥離面や背面が礫面で構成されることから，分割

礫素材の石核と見られる。分割面に調整を加えながら剥

片剥離が進行したと考える。６１５～６１７は礫面の平坦部を

打面とし，分割面を作業面として剥離作業を行っている。

また，６１６・６１７では打点移動が繰り返される。いずれも

小さな礫を用いたもので，６１７・６１８は日東産あるいは三

船産，６１５・６１６は上牛鼻産，６１４は腰岳産黒曜石と思わ

れる。
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　いずれも一部を打ち欠いてあることから，石材の質の

確認を行った可能性がある。
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　扁平な楕円礫の短軸の両端に抉りを入れているが，軸

の中心線からはずれている。
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　６２２～６２７は磨製石斧である。６２２はホルンフェルスを短

冊状に加工し，長軸の両端を両面研磨して刃部をつけて

いる。両側面も手になじむよう研磨しており，丁寧に作

られている。６２３は上端を強く研磨しており，両側面に

も軽く研磨した跡がある。切先部は緩やかに弧状を成し，

裏面を中心に研ぎ直しを実施している。６２４は，破損し

た刃部の再生を試みた可能性が読み取れる。６２５は花崗岩

を石材として非常に丁寧に仕上げており，断面は歪みの

ない楕円形となっている。６２６は基部を鋭利に仕上げたも

のである。背面は平坦に研磨されている。６２７は大型の

磨製石斧の下部で，両面を平坦に研磨している。刃部の

調整も丁寧である。

　６２８・６２９は打製石斧である。６２８は上部に抉りを入れ

ており下部を半円形に仕上げる分銅形。６２９は縦長扁平

な素材を粗い調整で，短冊状に仕上げている。刃部には

細かい剥離が認められる。
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　６３０～６３３は円礫を使用したもので，いずれも明瞭な敲

打痕が残る。６３１・６３３の上側面には摩滅痕も見られる。６３２

の下側面の敲打痕には赤変が見られるが，顔料によるも

のか被熱によるものかは判断できない。６３４は長めの楕円

礫を用いたもので，長軸の両端に明瞭な敲打痕が残る。 
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－１０７－
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－１０８－

６３８は扁平な礫を使用したもので両端に敲打痕が残り，下

部には煤が付着している。６３９は扁平な三角礫を使用し，

３つの角に敲打痕が残る。特に２つの角には敲打による

凹みが見られる。
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　６４０は卵状の礫の両端に摩滅痕が残る。６４１は平滑面・

側面すべてが磨き上げられたように磨れている。６４２は側

面に摩滅や敲打の痕跡が見られるが，全体的に風化を受

けており使途の断定は困難である。
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　６４３・６４５は中央部がなめらかに凹む。いずれも縁辺の

一辺に研磨により生じた平滑面がある。６４５は両面共に使

用による摩滅が見られ，板状のものと思われるが大きく

欠損しているため全体の形状は不明である。６４６は円盤状

と思われるものの一部で，最大厚７�を測る大型のもの

である。
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　ホルンフェルスを素材としている。６４７は円礫の縁辺を

両面から粗く調整している。６４８は扁平な礫の下部に両面

から粗く剥離を加えている。 
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－１０９－
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－１１０－
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　弥生時代及び古墳時代の包含層は，南側調査区のⅡ層，

主にＫ・Ｊ－７・８区である。遺構は検出されず，遺物

の出土量も多くはなかったが，ある程度まとまった単位

で出土しており古墳時代の甕形土器２点，壺形土器２点

が復元できた。
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　１５類・甕形土器と１６類・壺形土器及び高坏等について，

器形の特徴をもとに時代ごとに整理した。

　弥生時代については前期の土器の土器片４点と中期と

思われる土器片１点を図化した。

　６４９～６５２はいずれも内外面に丁寧なヘラ磨き調整を施

した壺形土器である。６４９は頸部から緩やかに口縁部へ内

傾するもので，肩部が張るものと思われる。６５０は肩部

に２条の沈線を巡らすものである。６５１は，頸部がゆる

やかに内傾し，口縁部は短く外反するものである。６５２

は壺形土器の底部と思われる。底部内面にわずかな凹み

を有し，大きく開きながら胴部へと立ち上がるものであ

る。

　６５３は肩部に三角突帯を巡らす甕形土器で，弥生中期と

思われる。外面はヘラミガキ，内面は細かいハケ目が認

められるが，ミガキのような仕上がりになっている。

　６５４～６６２は古墳時代に位置づけられるものと思われる。

　６５４～６５８は甕形土器である。６５４は口縁径２６�，底部

径１０．３�，器高２８�を測る。底部は中空の脚台であるが，

脚台の高さが低いという特徴がある。胴部は直線的に立

ち上がり，膨らまない。口縁部は「く」の字状に短く外

反し，内面には稜線を有する。６５５は口径３０．６�を測る。

細くすぼまった底部から外方へ立ち上がり，最大径の口

縁部下位からやや内傾気味に口縁部へ至るが，端部でわ

ずかに外反する。底部のすぼまり具合などこれまでにあ

まり見ない器形で，甑の可能性も考えられるものである。

６５４・６５５ともに内外面に丁寧なハケ目調整が施されてい

るが，６５４は縦位の仕上げが目立つ。６５６・６５７は口縁部

が「く」の字状に外反するが，内面に稜線は認められな

い。６５８は底部で中空の脚台であるが，やや小ぶりの甕

形土器である。

　６５９～６６１は高坏である。６５９は口縁径２０．４�を測る坏部

である。大きく外反した体部は中間に接合痕が認められ，

段を有する。口縁部はやや内弯する。６６０・６６１は脚柱部

である。６６０は緩やかに開きながら裾部へ至るものである。

　６６２は壺形土器である。第９１図に示したように，土器

片が集中して出土し，ほぼ完形に復元されたものである。

口縁径１７．８�，胴部径３２．５�，器高５１．２�と大型の壺で

ある。やや尖り気味の底部から緩やかに立ち上がり，胴

部はあまり張らない。締まった頸部からわずかに外反し

た後，口縁部上位は袋状を呈する二重口縁である。肩部

にやや広めの刻目突帯を巡らし，頸部にも刻目突帯を巡

らすものである。外面には粗いハケ目調整が見られるが，

胴部にも同一の工具による刻みが施される。また，頸部

の突帯の刻みは，斜め方向の刻みと格子目の刻みが見ら

れる。 
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－１１４－
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　古代から中世の調査もⅡ層を中心

に行った。遺構については，中世の

ものと考えられる掘立柱建物跡１棟

を北側調査区で検出した。検出面は，

弥生・古墳時代の遺物層や後述する

近世以降の遺構検出面とほぼ同じで，

層位的に判断できないところである

が，既知の事例と比較して当該期と

判断した。遺物については南北両調

査区でそれぞれ数点の土師器等を確

認した程度であり，５点の図化に留

まった。
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　Ｑ－１７区で検出した。上屋は

３間×２間の建物で，主軸方向

はおよそＮ６０°Ｅで，川内川に

沿っている。北西方向に半間の

距離を置いて上屋と同程度の柱

穴が並んでおり，庇と考えられ

る。Ｐ８とＰ１３間に２つの小さ

な柱穴が見られるが，軸に沿っ

ていることから補強等の束柱の

可能性がある。Ｐ１８とＰ１７では

後者の方がやや大きいが，配列

と周囲の柱穴の規模から，前者

の方が柱跡と考えた。
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　６６３はやや大型の皿である。口

縁径１７．３㎝，器高３．８㎝を測る。

体部は丸みを帯び，口縁端部は

厚く仕上げている。器外面には

煤の付着が認められる。６６４・６６５

は鉢である。６６４は底部径１４．４㎝

を測り，平底から直行気味に立

ちあがるものである。６６５は口縁

径１６．６㎝，器高６．０㎝を測るやや

浅いものである。平底から大き

く膨らんだ体部は口縁部で外反

し，口縁内面には稜線を有する。

　６６６は須恵器の甕の胴部であ

る。外面は明瞭な格子目タタキ，

内面は丁寧なナデ仕上げである。

６６７は土師器の把手と思われる 
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ものである。把手部分は４㎝とやや短いもので，装着状

況はほぼ平行になると思われる。接着面には接着を強化

するためと思われるタタキの痕跡が認められる。 
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計測値（cm）
柱穴番号

深さ短径長径

63235Ｐ１

312731Ｐ２

412533Ｐ３

112733Ｐ４

362735Ｐ５

193338Ｐ６

263537Ｐ７

173336Ｐ８

201519Ｐ９

133035Ｐ１０

251920Ｐ１１

122022Ｐ１２

132731Ｐ１３

112834Ｐ１４

163133Ｐ１５

142931Ｐ１６

144253Ｐ１７

102630Ｐ１８

252631Ｐ１９

232830Ｐ２０

82123Ｐ２１

253339Ｐ２２

132123Ｐ２３

112430Ｐ２４

梁行柱間（ｍ）柱穴番号梁行柱間（ｍ）柱穴番号

2.8Ｐ８－Ｐ７4.0Ｐ８－Ｐ１４

2.2Ｐ７－Ｐ６4.1Ｐ７－Ｐ１８

2.1Ｐ６－Ｐ５3.7Ｐ６－Ｐ２０

2.7Ｐ１４－Ｐ１８3.9Ｐ５－Ｐ２１

2.0Ｐ１８－Ｐ２０0.9Ｐ１－Ｐ８

2.5Ｐ２０－Ｐ２１0.9Ｐ２－Ｐ７

2.6Ｐ１－Ｐ２0.9Ｐ３－Ｐ６

2.2Ｐ２－Ｐ３1.1Ｐ４－Ｐ５

2.1Ｐ３－Ｐ４
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　近世以降の遺構・遺物は，北側調査区のみで確認でき

た。表土除去後すぐにまとまった石列が現れた。調査を

進める中で礎石建物跡３棟，布基礎２基（１基は大型の

礎石建物跡の中に位置する）を検出した（第９６図）。当

該区は数１０年前まで製材所等が建っており，建築時やそ

の後の解体などの際かなりの削平・攪乱を受けている。

そのため遺構検出面の層位の特定が困難であった。

　今回の調査では，周辺住民への聞き込みや出土遺物を

もとに，これらの遺構は近世のものと判断した。このほ

か，現代も使用されていたと思われる井戸（図版１１）も

現れたが，調査を進める中で建築時期を推定するまでは

至らなかった。そのため，図化はせず画像での記録にと

どめる。

　遺物は１７世紀から１９世紀にかけての陶磁器類が多数出

土した。

����
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　Ｒ・Ｓ－１５・１６区で検出した。およそ１０ｍ×６ｍの範

囲に９間×６間の礎石を配置した大型の建物を建造して

いたものと思われる。南側部分は想定する位置に礎石を

確認できないものが多い。削平の影響を受けた可能性も

あるが，検出面の状況から土間など構造上礎石が必要な

い空間であったことも考えられる。掘り込みを確認でき

たピットが２６あり，手のひらほどの大きさの栗石を集め

たものや，人頭ほどの大きさの束石を据えたものなど

様々な礎石が見られた。

　中心よりやや南の位置に，周囲の礎石と比較すると違

和感のある布基礎のような石列を検出した。この建物と

の位置関係から直接は関係がないとも思われるが，断定 
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はできない。こぶし大ほどの河原石をおよそ４００個敷き詰

めたもので，礎石建物の軸とはややずれた方向に幅約０．５

ｍ，長さ３．５ｍの石列と，その中心よりやや西にそれた

位置から南へ０．６ｍほど延びる石列を確認した。周囲の礎

石とのつながりや掘込み，礎石建物跡周辺での石列など，

構造上，あるいは時期的な両者の関係を明らかにするよ

うな痕跡は確認できなかった。

�������

　Ｒ－１９区で検出した。

２間×２間，梁間，桁行間ともに４．５ｍほどのほぼ正方

形である。礎石２，８が桁の中央にあるのに対して礎石

４，６は梁のやや北東寄り（礎石９，７側）にある。直径６０

㎝ 前後の範囲にこぶし大ほどの栗石を２０～４０個集めて

いるが，礎石３だけは３個の石しか確認できなかった。

後世の撹乱で破壊された可能性も考えられる。下層確認

を行ったが，いずれも土質・色調の違いなどは認められ

ず，掘込みは検出できなかった。 
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　中心から南西方向にややずれた位置に焼土跡を検出し

た。若干の堀込みが見られ，その下層に１０�程度の土の

赤変を確認できた。しかし，これらの状況から建物の規

模と焼土の関連や，礎石建物跡１号との時期的な関係を

明らかにすることはできなかった。

�������

　Ｐ－１５区で検出した。

３間×２間で，柱間は礎石建物跡２号のほぼ半分程度に

もかかわらず，石数は格段に多く，長径３０�を超えるも

のも多い。また，ほかの２棟の礎石建物跡と異なり，直

径・深さともに７０�ほどの掘り込みを持つ。地盤が砂質

であることも影響していると思われるが，相応の重量を

支える必要があったことがうかがえる。

　検出状況から南方向にさらに伸びる可能性もあるが，

調査範囲外へ広がることから，これ以上は調査できな

かった。 
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　Ｑ－１５区で検出した。ほとんどが川原石のような転礫

で，こぶし大程度のものから，大きなものでは４０�角ほ

どの石列がクランク状に並ぶ。北側調査区の南際に位置

し，その形状から南方向にさらに延びると思われる。今

回の調査分でも全長は１０ｍあり，礎石建物跡１号に迫る

規模にもなり得る。しかし，検出できたのは石列部分だ

けで，柱穴等は確認できなかった。検出できた状況での

中央部分から北側には，幅１ｍ弱の空白部分がある。こ

れが出入口にあたるのかどうかは定かではないが，可能

性としては高いと思われる。また，この布基礎から北西

側（川内川方向）には，ひと回り大きなサイズの石列が

見られた。この石列との関係も現地では判断がつかな

かった。今回，検出できた形状をもとに布基礎と推定し

たが，県内では類例がなく，詳細については今後の研究

に委ねたい。
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　北側調査区は攪乱の影響で層位が乱れており，Ⅱ層と

した層の中で古代・中世の土器と近世以降の陶磁器類が

混在する状況であった。その中で，瓦質の土器１点が出

土し，形状・使途を検討した結果，近世の遺物として掲

載した。陶磁器類は攪乱の影響もあり，１，９００点を超え

る破片が出土した。碗，鉢，皿，土瓶，擂鉢など種類も

多く，製糸関連の陶器も出土している。この中から接合

できたものを含めて陶磁器類７１点を図化した。
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　６６８は瓦質土器の口縁部である。口唇部が平坦で，内

側は丁寧に丸みを持たせており，胴部にかけて直線的に

開く形状である。内面から口唇部にかけて煤が付着して

おり，器内部で火を扱ったと見られることや口唇部が丁

寧に仕上げられていることから火鉢や焜炉などの一部と

考えられる。

����

　磁器は染付，白磁の碗，皿，鉢，蓋，酒注，瓶，仏飯

器が出土しており，２８点を図化した。
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　６６９～６７４は丸形の碗である。６６９は腰が張る形状を呈し，

見込みに手書き五弁花が描かれる。６７０は，外面に雪の

輪花文が描かれる。６７１は一重網目文が描かれる。６７２は

宝文と思われる文様が描かれる。６７３・６７４は器壁が厚手

のもので，６７３はコンニャク印判による印花文が押される。

６７４は折れ松葉文が描かれる。６７５は朝顔形の碗で，白磁

である。６７６は小広東碗である。外面に梵字文が描かれる。

６７７は広東形の碗であるが，高台はやや低い。６７８は半筒

形の碗である。外面に雪持ち笹文が描かれる。６７９・６８０

は端反碗である。６８０は見込みに幅広の蛇の目釉剥ぎが施

される。６８１～６８３は小坏である。６８１は口縁部が端反形

を呈する。６８２・６８３は胴部と高台の境にくびれを有さず，

一直線につくられる。

�������	
��	
��

　６８４～６８７は小皿である。６８５・６８６は見込みに幅広の蛇

の目釉剥ぎが施される。６８７はやや深めのものである。６８８

～６９０は中皿である。６８８・６８９は見込みにコンニャク印

判五弁花が描かれる。
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　６９１～６９３は鉢である。６９２の外面には家紋と思われる文

様が描かれる。
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　６９４は上面中央にアーチ状のつまみが付く蓋物の蓋で

ある。６９５は南九州で一般的に「からから」と称される

焼酎用の酒注である。欠損しているが，注口が付く。６９６

は白磁の仏飯器である。

����

　陶器も碗，皿，徳利など日用品のほか製糸関連の鍋な

どが出土した。これらの中から４３点を図化した。
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　６９７は京焼である。上絵付けが剥落している。６９８・６９９

は京焼風陶器である。どちらも外面腰部以下は露胎する。

７００は煎じ碗形を呈するもので，外面に笹文が描かれる。

７０１は肥前陶器で内野山窯産である。外面腰部まで銅緑釉

がかかり，内面は透明釉がかかる。７０１・７０２は陶胎染付

である。７０１は家紋と思われる文様が描かれる。７０３～７０５

は龍門司系の碗である。７０３・７０５は白化粧土の上から透

明釉がかけられる。７０４は鉄釉がかかる。７０６は碗とした

が，鉢の可能性も考えられる。
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　７０７は肥前陶器の皿で，唐津焼である。見込みに胎土

目が残る。７０８は肥前陶器で内野山窯産の皿である。７０９

は龍門司系の灯明皿で，見込みにゴマ目が残る。７１０～７１２

は肥前陶器の大皿である。７１１・７１２は内野山窯産である。

７１０は鉄絵唐津焼である。７１０・７１２は大皿としたが，鉢

の可能性も考えられる。
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　７１３・７１４は苗代川系の片口である。どちらも片口部が

欠損している。

　７１５・７１６は苗代川系の鉢である。７１５は外面に少なく

とも３条の沈線が巡る。７１６は外面に把手が形骸化したと

思われる突起が付く。
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　７１７は肥前陶器の擂鉢である。口縁部上位にのみ鉄釉が

かけられる。７１８～７２２は苗代川系の擂鉢である。７１８～７２０

は口縁部がＬ字状を呈するが，７１８の口唇部はやや丸みを 
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持ち，外面口縁下位に非常に弱い突帯を有する。７２１は

小鳥用の餌擂鉢である。７２２は大型の擂鉢である。
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　７２３・７２４は甕・壺用の蓋である。７２３は口唇部が平坦

につくられ，外面に２条の弱い沈線を有する。７２４は壺

蓋である。
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　７２５・７２６は苗代川系の甕である。７２７・７２８は肥前陶器

の甕である。内面にタタキ成形時の格子目状のあて具痕

が残る。

　７２９は苗代川系の壺である。
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　７３０は堅野系の白薩摩の土瓶である。外面に呉須により

山水文が描かれる。７３１～７３３は苗代川系の土瓶である。

７３１は丸形で小形のものである。７３２はソロバン玉形を呈

し，胴部に明瞭な稜を有する。７３３は外面肩部に数条の

横筋を有するもので，茶留め穴はなく，１穴である。７３４

はやや下垂した丸形を呈するものである。

　７３５は土鍋である。底面に足が３か所，側面に耳が２

か所，片口が１か所付く。

　７３６・７３７は苗代川系の蓋で，７３６は土瓶，７３７は鍋・釜

の蓋である。
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　７３８は苗代川系の徳利である。口縁部がラッパ状に広が

る形状を呈する。
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　７３９は繰糸鍋（そうしなべ）あるいは煮繭鍋（しゃけ

んなべ）と呼ばれるものである。外面に蒸気あるいは湯

を通すための管，見込みには蒸気を通すと思われる細か

な穴を開けた管がつけられている。製糸の際，蒸気で柔

らかくした繭から糸を繰り出す際に用いられる。底には

１条の溝がつけられているが，大分県，群馬県の製糸施

設のものには見られないつくりで，用途は不明である。 
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　金属製品は釘類のほかキセル４点，手鏡１点，古銭１７

点などが出土した。ここでは手鏡・釘各１点，古銭３点

を図化した。
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　直径６．３�，厚さ０．１�の小型のものである。裏面には

波しぶきのあがる海面上を飛ぶ１羽の鶴が描かれる。鏡

面は錆の進行がほとんど見られず，まだ幾分光沢を残し

ている。当センターの蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所Ｘ

ＧＴ－１０００）で鏡面の分析をしたところ，主な成分は銅・

鉛で，微量の錫を加えていることがわかった。
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　大きなものはこの１点のみで，長さは１０�を超える。

このほかには長さ３�程度のものが３点見られた。先端

にわずかな亀裂が見られるが，全体的にしっかりした作

りで，相応の建築部材を固定したものと思われる。
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　「洪武通寶」が１点見られた（７４２）。ほかは「寛永通

寶」である。７４３は裏面に「文」の文字が記されている。
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No.７４０　手鏡

６．２５鏡面径（�）

31.3重さ（g）

0.17鏡面縁厚（�）

0.14持手厚（�）

No.７４1　釘

10.60長さ（�）

24.78重さ（g）

1.05a

断面

（�）

0.71b

0.69c

0.69d

0.65e

0.58f

�������	
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No.７４４No.７４３No.７４２

2.302.582.29直径（�）

2.013.231.77重さ（g）

0.150.180.15縁厚（�）
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　自然科学分析は，平成２１年度に１項目２件を（株）加

速器分析研究所に依頼し，平成２２年度に４項目７件を

（株）パレオ・ラボに依頼した。分析の結果については，

納品された各報告書を基に，編集を行い掲載した。また，

当センターで行った顔料分析等の結果もここに掲載した。

�����������	�
��
���
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（株）加速器分析研究所
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　二渡船渡ノ上遺跡は，鹿児島県薩摩郡さつま町二渡（北

緯３１°５１′５０″，東経１３０°２５′３３″）に所在する。測

定対象試料は，３号土坑出土炭化物（Ｎｏ．１：ＩＡＡＡ－

９１７３８），６号礫集積炭化物（Ｎｏ．２：ＩＡＡＡ－９１７３９），合

計２点である。
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　遺跡内で複数検出された用途や時代の不明な遺構につ

いて解釈する。
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�　メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純

物を取り除く。

�　酸処理，アルカリ処理，酸処理（ＡＡＡ：Ａｃｉｄ　Ａｌ

ｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）により内面的な不純物を取り除く。最初

の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理

する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。ア

ルカリ処理では１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）

を用いて数時間処理する。なお，ＡＡＡ処理において，

アルカリ濃度が１Ｎ未満の場合，表中にＡａＡと記載

する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最

後の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処

理した後，超純水で中性になるまで希釈し，９０℃で乾

燥する。希釈の際には，遠心分離機を使用する。

�　試料を酸化銅と共に石英管に詰め，真空下で封じ切

り，５００℃で３０分，８５０℃で２時間加熱する。

�　液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利

用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

�　精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを

抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

�　グラファイトを内径１�のカソードに詰め，それを

ホイールにはめ込み，加速器に装着する。
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　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ

－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）を

使用する。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提

供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標

準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

������

�　年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期（５５６８年）を使

用する（Ｓｔｕｉｖｅｒ　ａｎｄ　Ｐｏｌａｃｈ　１９７７）。

�　１４Ｃ年代（Ｌｉｂｂｙ　Ａｇｅ：ｙｒＢＰ）は，過去の大気中 
１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され，１９５０年を

基準年（０ｙｒＢＰ）として遡る年代である。この値は，

δ１３Ｃによって補正された値である。１４Ｃ年代と誤差は，

１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。また，
１４Ｃ年代の誤差（±１σ）は，試料の１４Ｃ年代がその誤

差範囲に入る確率が６８．２％であることを意味する。

�　δ１３Ｃは，試料炭素の１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，

基準試料からのずれを示した値である。同位体比は，

いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表され

る。測定には質量分析計あるいは加速器を用いる。加

速器により１３Ｃ／１２Ｃを測定した場合には表中に（ＡＭ

Ｓ）と注記する。

�　ｐＭＣ　（percent Modern Carbon）は，標準現代炭

素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。

�　暦年較正年代とは，年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を

元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過去の１４Ｃ濃

度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦

年較正年代は，１４Ｃ年代に対応する較正曲線上の暦年

代範囲であり，１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは

２標準偏差（２σ＝９５．４％）で表示される。暦年較正

プログラムに入力される値は，下一桁を四捨五入しな

い１４Ｃ年代値である。なお，較正曲線および較正プロ

グラムは，データの蓄積によって更新される。また，

プログラムの種類によっても結果が異なるため，年代

の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する

必要がある。ここでは，暦年較正年代の計算に，ＩｎｔＣ

ａｌ０４データベース(Reimer et al 2004)を用い，ＯｘＣａｌｖ

４．１較 正 プ ロ グ ラ ム(Bronk Ramsey 1995  Bronk 

Ramsey 2001 Bronk Ramsey, van der Plicht and 

Weninger 2001)を使用した。
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　　３号土坑出土炭化物Ｎｏ．１　の１４Ｃ年代は１１３０±３０

ｙｒＢＰ，６号礫集積Ｎｏ．２の１４Ｃ年代は２９０±３０ｙｒ

ＢＰである。暦年較正年代（１σ）で見ると，Ｎｏ．１

は９世紀末から１０世紀頃，Ｎｏ．２は１６世紀と１７世紀頃

の範囲が示されている。

　　炭素含有率は６０％を超える十分な値で，化学処理，

測定上の問題は認められない。 
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パレオ・ラボＡＭＳ年代測定グループ
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中村賢太郎　　　　　　　　　　　

������

　鹿児島県さつま町に位置する二渡船渡ノ上遺跡，山崎

野町跡Ａより検出された試料について，加速器質量分析

法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定を行った。な

お，ＰＬＤ－１６９６０の炭化種実については種実同定を行っ

ている（詳細は種実同定の報告参照）。 
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　測定試料の情報，調製データは表３９のとおりである。

　二渡船渡ノ上遺跡の試料は，弥生時代早期の刻目突帯

文土器３４７の口縁部外面に付着した炭化物（ＰＬＤ－

１６９５９），古代の包含層であるＢ－３区のⅣａ層から出土

したモモ炭化核４５６（ＰＬＤ－１６９６０），縄文時代晩期の刻

目突帯文土器７０の口縁部外面に付着した炭化物（ＰＬＤ－

１６９６２）の計３点である。

　山崎野町跡Ａの試料は，縄文時代前期末～中期前葉の

貝殻条痕文土器５３５の胴部外面に付着した炭化物（ＰＬＤ

－１６９６１）１点である。

　試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コ

ンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製　１．５ＳＤＨ）を用いて測定した。

得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後，１４Ｃ年代，暦年代を算出した。

����

　表４０に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値，慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示し

た１４Ｃ年代，１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲を，図

に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代

値は下１桁を丸めていない値であり，今後暦年較正曲線

が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うた

めに記載した。

　１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した

年代である。１４Ｃ年代（ｙｒＢＰ）の算出には，１４Ｃの半減期

としてＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。また，付記し

た１４Ｃ年代誤差（±１σ）は，測定の統計誤差，標準偏

差等に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代

誤差内に入る確率が６８．２％であることを示す。

　なお，暦年較正の詳細は以下のとおりである。

　暦年較正とは，大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が

５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し，過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動，

及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０±４０年）を較正して，

より実際の年代値に近いものを算出することである。

　１４Ｃ年代の暦年較正にはＯｘＣａｌ４．１（較正曲線データ：

Ｉｎｔｃａｌ０９）を使用した。なお，１σ暦年代範囲は，ＯｘＣａ

ｌの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する

６８．２％信頼限界の暦年代範囲であり，同様に２σ暦年代

範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内

の百分率の値は，その範囲内に暦年代が入る確率を意味

する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布を

示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す。
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　以下，２σ暦年代範囲（確率９５．４％）に着目して結果

を整理する。

　二渡船渡ノ上遺跡では，弥生時代早期の刻目突帯文土

器３４７の口縁部外面付着炭化物（ＰＬＤ－１６９５９）は８００－

７５１ ｃａｌ ＢＣ（７４．２％），６８７－６６７ ｃａｌ ＢＣ（１５．９％），６３５

－６２３ ｃａｌ ＢＣ（１．３％），６１４－５９４ ｃａｌ ＢＣ（４．１％）の暦

年代範囲を示した。Ｂ－３区Ⅳａ層出土のモモ炭化核４５６

（ＰＬＤ－１６９６０）は，７７８－７９４ ｃａｌ ＡＤ（７．１％），８００－

９００ ｃａｌ ＡＤ（７１．９％），９１８－９５２ ｃａｌ ＡＤ（１６．４％）で，

８世紀後半～１０世紀中頃（古代）の暦年代範囲を示した。

縄文時代晩期の刻目突帯文土器７０の口縁部外面付着炭化
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物（ＰＬＤ－１６９６２）は，８０４－７６３ ｃａｌ ＢＣ（９１．９％），６８１

－６７３ ｃａｌ ＢＣ（３．５％）の暦年代範囲を示した。

　山崎野町跡Ａでは，縄文時代前期末～中期前葉の貝殻

条痕文土器５３３の胴部外面に付着した炭化物（ＰＬＤ－

１６９６１）は３６２８－３５９４ ｃａｌ ＢＣ（１５．５％），３５２７－３４９５ ｃａ

ｌ ＢＣ（２１．４％），３４６３－３３７５ ｃａｌ ＢＣ（５８．５％）の暦年代

範囲を示した。
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　　　　　　　佐々木由香

　　　　　　　バンダリ　スダルシャン（パレオ・ラボ）
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　二渡船渡ノ上遺跡は鹿児島県薩摩郡さつま町に位置す

る，縄文時代中期から近代までの複合遺跡である。ここ

では放射性炭素年代測定を行った炭化種実の同定を行い，

利用植物について検討した。

�������

　試料は，古代の包含層であるＢ－３区Ⅳａ層から出土

した１試料（試料Ｎｏ．２）である。炭化種実は発掘調査時

に目視で取り上げられたものである。試料が出土した位

置の周辺からは土坑が多数検出されているが，試料は遺

構外からの出土である。

　同定は肉眼と実体顕微鏡下で行った。試料は鹿児島県

立埋蔵文化財センターに保管されている。

����

　同定した結果，木本植物のモモ炭化核１点が見いださ

れた（表４１）。

　以下に炭化種実の記載を行い，第１１５図に写真と現生標

本を示して同定の根拠とする。

（１）モモ　Amygdalus persica L.　炭化核　バラ科

　上面観は両凸レンズ形，側面観は楕円形で先が尖る。

下端に大きな着点がある。表面に不規則な深い皺がある。

また片側側面には縫合線に沿って深い溝が入る。長さ

２２．６�，幅１６．７�，厚さ１３．０�。

１．モモ炭化核（Ｂ－３区Ⅳａ層，Ｎｏ．２，ＰＬＤ－１６９６０）

２．モモ核（現生標本：宮崎県産購入）

����

　Ｂ－３区Ⅳａ層から出土した炭化種実を同定した結果，

木本植物であるモモの炭化核と同定された。モモは栽培

種である。同試料（ＰＬＤ－１６９６０）を用いて放射性炭素

年代測定をおこなった結果，２σ（９５．４％）の確率で７７８

－７９４ ｃａｌ ＡＤ（７．１％），８００－９００ ｃａｌ ＡＤ（７１．９％），９１８

－９５２ｃａｌ ＡＤ（１６．４％）となり，８世紀後半から１０世紀

中頃の暦年代を示した。そのため，古代において遺跡周

辺でモモを栽培したか，モモの流通があった可能性があ
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No.２試料No．

Ｂ－３区Ⅳａ層部位／層位分類群

１炭化核モモ



－１３６－

る。また，モモには食用としてのモモと祭祀用としての

モモがあることが知られている。炭化していることから，

熱を受けたと考えられるが，遺構との関係が明確ではな

いため，用途については検討できなかった。
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竹原弘展（パレオ・ラボ）
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　さつま町に所在する二渡船渡ノ上遺跡で検出された埋

設土器内埋土について蛍光Ｘ線分析によるリン・カルシ

ウム分析を行い，遺構中に骨が存在した可能性を検討し

た。
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　試料は，縄文時代晩期の埋設土器内部より採取した埋

土（試料№３）と，比較対照試料として埋設土器周辺よ

り採取した土壌（試料№４）の計２点である（表４２）。

　分析は藤根ほか（２００８）の方法に従って行った。この

方法は，元素マッピング分析によりリン，カルシウムを

多く含む箇所を直接的に検出できるという利点がある。

　測定試料は，土壌約５～６ｇを乾燥後，極軽く粉砕し

て塩化ビニル製リングに充填し，油圧プレス機で２０ｔ・

１分以上プレスしたものを作製，使用した。

　分析装置はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置である

（株）堀場製作所製分析顕微鏡ＸＧＴ－５０００ＴｙｐｅⅡを使

用した。装置の仕様は，Ｘ線管が最大５０ｋＶ，１．００ｍＡの

ロジウム（Ｒｈ）ターゲット，Ｘ線ビーム径が１００μｍま

たは１０μｍ，検出器は高純度Ｓｉ検出器（Ｘｅｒｏｐｈｙ）で，

検出可能元素はナトリウム（Ｎａ）～ウラン（Ｕ）である。

また，試料ステージを走査させながら測定することによ

り元素の二次元的な分布画像を得る，元素マッピング分

析も可能である。

　本分析では，まず元素マッピング分析を行い元素の分

布図を得て，その結果を基にリン（Ｐ）のマッピング図

の輝度の高い箇所を選び，ポイント分析を行った。また，

ポイントを選ぶ際には，ジルコニウム（Ｚｒ）のＬα線が

リンのＫα線のピークに近いため，ジルコニウム（元素

マッピングはＫα線で測定）の輝度の高い箇所は避ける

よう留意した。測定条件は，元素マッピング分析では５０

ｋＶ，１．００ｍＡ，ビーム径１００μｍ，測定時間２０００ｓを５回

走査，パルス処理時間Ｐ３に，ポイント分析では５０ｋＶ，

０．１０～０．２４ｍＡ（自動設定），ビーム径１００μｍ，測定時

間５００ｓ，パルス処理時間Ｐ４に設定して行った。定量計

算は，装置付属ソフトによる標準試料を用いないファン

ダメンタル・パラメータ法で行っており，半定量値であ

る。

����

　各試料の元素マッピング図およびポイント分析箇所５

点を図１１６に，ポイント分析の結果より酸化物の形で表し

た半定量値を表４３に示す。分析の結果，試料№３のリン

（Ｐ２Ｏ５）が０．０２～０．６７％，カルシウム（ＣａＯ）が０．８９～

１．４７％，試料№４のリン（Ｐ２Ｏ５）が０．０２～０．７８％，カル

シウム（ＣａＯ）が０．８２～１．２６％の値を示した。 
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　ヒトを含む動物の骨や歯は，ハイドロキシアパタイト

Ｃａ５（ＰＯ４）３ＯＨが主成分であり，すなわち蛍光Ｘ線分析

ではリン（Ｐ）とカルシウム（Ｃａ）が共に高く検出され

る。ただし，鉱物由来の可能性も考慮する必要があり，

特にカルシウムは一般的にもともと土砂中に多く含まれ

ている元素である。カルシウムのみの検出では骨由来で

あるか判断し難いため，分析ではリンを中心に検討し，

かつカルシウムも高く検出される箇所に着目してポイン

ト分析を行った。また，本来は骨が存在していたが，堆

積・埋没過程で分解拡散が進行し，現状ではほとんどリ

ンが検出されない，またはリンが多く検出されてもカル

シウムが少ないという可能性もある。

　分析の結果，いずれもリンは１％未満で明らかにリン

の含有量が多い箇所はなく，また土器埋土と周辺土壌と

の含有量の差異も見られなかった。リン・カルシウム共

に明らかに多く含まれる物質は検出されなかった。
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　埋設土器内埋土について蛍光Ｘ線分析した結果，リン・

カルシウム共に明らかに多く含む箇所は見出せなかった。

以上，自然科学的見地から，骨・歯などの存在していた

可能性を検討したものの，存在を積極的に肯定できる

データは得られなかった。
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　藤根　久・佐々木由香・中村賢太郎（２００８）蛍光Ｘ線

装置を用いた元素マッピングによるリン・カルシウム分

析．日本文化財科学会第２５回大会研究発表要旨集，１０８

－１０９．
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藤根　久（パレオ・ラボ）
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　山崎野町跡Ａは，鹿児島県薩摩郡さつま町山崎地内に

所在し，縄文時代早期～近代の遺構・遺物からなる遺跡

である。調査では，南調査区確認トレンチ北壁土層断面

のⅥ層中において明黄褐色の斑文状のテフラが堆積して

いた。ここでは，この斑文状に挟在するテフラ層につい

て検討した。

　なお，テフラ分析に際し道都大学の鈴木正章教授にご

教授願いました。ここに感謝の意を表します。

�������	


　試料は，南調査区確認トレンチ北壁土層断面のⅥ層中
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の斑文状のテフラである。このテフラは，明黄褐色（１０

ＹＲ ６／６）の比較的細粒のガラス質テフラである。分

析は，以下の方法で行った。

　自然含水状態で約３０ｇ程度秤量し，恒温乾燥機中で乾

燥した後，１φ（０．５�），２φ（０．２５�），３φ（０．１２５�），

４φ（０．００６３�），の４枚の篩を重ね，流水下で湿式篩

分けを行った。各ふるい残渣は，乾燥した後秤量して粒

度組成を求めた。このうち４φ残渣（粒径０．２５～０．１２５�）

については，重液（テトラブロモエタン，比重２．９６）を

用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。分離した重軽鉱物は，

封入剤レークサイトセメントを用いてプレパラートを作

製し，偏光顕微鏡下で鉱物粒子を同定・計数して鉱物組

成を求めた。なお，重鉱物は，斜方輝石（主に紫蘇輝石），

単斜輝石（主に普通輝石），角閃石，磁鉄鉱（チタン鉄

鉱を含む），不透明鉱物（その他の不透明粒子を含む）

に分類した。また，軽鉱物のうち火山ガラスについては，

町田・新井（２００３）の分類基準に従って分類した。

　火山ガラスおよび重鉱物の屈折率については，横山卓

雄ほか（１９８６）等に従って，温度変化型屈折率測定装置

を用いて屈折率を測定し，その結果を範囲（ｒａｎｇｅ）で

表した。
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　以下に，テフラの鉱物や火山ガラスの形態的特徴，屈

折率測定結果について述べる。

　篩分けした結果，２φ以上の粒子の占める割合は低く全

体重量の６．６５％，３φ粒子と４φ粒子の占める割合が高く

全体重量の４０．１７％を占めることから（表４６），このテフ

ラは細粒質テフラである。１φ粒子を観察すると，約５

�程度の軽石を含み，淡褐色のガラスを含む（第１１８図）。

　重鉱物は，斜方輝石が４３．５６％，単斜輝石が３０．６９％，

普通角閃石が１９．８０％であった。また，軽鉱物は，長石

類などの粒子を含むが，火山ガラスが全体の約６１％を占

める。

　火山ガラスの形態分類では，バブル（泡）型の平板状

ガラスが１３．１７％，バブル（泡）型のＹ字状ガラスが

６０．４８％，軽石型繊維状ガラスが２６．３５％であり，バブル

型ガラスが圧倒的に多い（表４６）。なお，ガラスは薄手

であり，淡褐色のガラスも含まれている。

　火山ガラスの屈折率を測定した結果，２群のガラス群

（Ａ群とＢ群）からなることがわかった。屈折率の低い

ガラスＡ群が，範囲１．４９８７－１．５０１１（平均値１．５０００），

屈折率の高いガラスＢ群が範囲１．５０９５－１．５１４８（平均値

１．５１１４）であった。これらのガラス群は，測定時におい

て種類の異なる浸液を使用するために，正確な比率を求

めることは難しいが，火山ガラスＡ群：火山ガラスＢ群

＝３～２：７～８と推定される。

　なお，火山ガラスＡ群の屈折率は，姶良Ｔｎテフラ（Ａ

Ｔ）の火山ガラスの屈折率（ｎ＝１．４９８－１．５０１）に一致，狭

いレンジを示す点においても類似する。また，少量含ま

れる普通角閃石の屈折率（ｎ２）は，１．６７１３－１．６７６７であっ

た（１０粒測定した結果）。

　このテフラの主な成分は，鉱物組成や火山ガラスの形

態あるいは屈折率から，鬼界アカホヤテフラ（Ｋ－Ａｈ）と

同定される。ただし，屈折率の異なる火山ガラスを含み，

重鉱物においても普通角閃石を含むことから，他のテフ

ラが混入していると考えられる。この点については遺跡

における堆積環境によるものと考えられる。

火山ガラスＡ群 

15

10

5

0

火山ガラスＢ群 

1.495 1.500 1.505 1.510 1.515 1.520

15

10

5

0

範囲 
（range） 

1.4987　-　1.5011 1.5000 30

1.5095　-　1.5148 1.5114 30

平均 
（mean） 計数 
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　鬼界アカホヤテフラは，南九州鬼界カルデラから約

７，３００年前に噴出した降下軽石，火砕流堆積物とその降下

火山灰をさす。このテフラは，輝石デイサイト質のガラ

ス質テフラで，部層により大差なくほぼ均質である。バ

ブル型の多い火山ガラスは，姶良Ｔｎテフラ（ＡＴ）のそ

れに比べると，薄手で淡褐色を帯びるものがあり，屈折

率もかなり高く，広いレンジをもつ（ｎ＝１．５０８－１．５１６）。

もっとも，完全には水和していないガラスの継目などガ

ラスの厚い部分の屈折率は低く，１．５００前後のものがある

（町田・新井，２００３）。

　南九州では多数の遺跡でＫ－Ａｈの上下から縄文土器

が発見され，また中九州の熊本県や大分県でも文化層と

の関係が観察されつつある。それによると，Ｋ－Ａｈの上

位と下位の火山灰土から出土する土器は，型式を異にす

るようである。下位から出土する土器は塞の神式，吉田

式，前平式，石坂式などの諸型式の土器で，上位から出

土するもののうち，最も古い土器は轟式および曽畑式で

ある。新東晃一は，前者の土器群は縄文早期に入るもの

で，後者のそれは縄文前期に入るものとし，Ｋ－Ａｈを両

期の境界にあると考えた（町田・新井，２００３）。
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　テフラ分析を行った結果，このテフラは，鬼界アカホ

ヤテフラ（Ｋ－Ａｈ）と同定された。ただし，屈折率の異

なる火山ガラスを含み，重鉱物においても普通角閃石を

含むことから，他のテフラが混入している可能性が指摘

された。
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町田　洋・新井房夫（２００３）新編　火山灰アトラス．　

３３６ｐ，　東京大学出版会．　

横山卓雄・檀原　徹・山下　透（１９８６）温度変化型屈折

率測定装置による火山ガラスの屈折率測定．第四紀研究，

２５，２１－３０． 
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（１，２：実体顕微鏡写真，３－６：偏光顕微鏡写真）

１．２φ粒子の火山ガラス　２．４φ粒子の火山ガラス　３．バブル型平板状ガラス

４．バブル型平板状ガラス　５．軽石型繊維状ガラス　６．普通角閃石
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　二渡船渡ノ上遺跡から出土した縄文時代晩期の土器８

点に赤色顔料の付着を確認し，そのうち３点について調

査を行った。
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　滋賀里式土器Ｎｏ．３４，精製浅鉢Ｎｏ．１８１，Ｎｏ．２３８
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　観察用の試料を採取し，走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ，日

本電子製ＪＳＭ－５３００ＬＶ）による粒子観察を行った。

　さらに，エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（ＥＤＸ，

堀場製作所製ＸＧＴ－１０００，Ｘ線管球ターゲット：ロジウ

ム）による成分分析を行った。分析条件は次のとおりで

ある。

Ｘ線照射径：１００μｍ　　Ｘ線管電圧：１５ｋＶ／５０ｋＶ

電流：自動設定　　　　測定時間：２００秒

Ｘ線フィルター：なし　試料セル：なし

パルス処理時間：Ｐ３　 定量補正法：スタンダードレス
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　観察・分析の結果３点全て鉱物由来のベンガラである

ことが判明した。 
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　二渡船渡ノ上遺跡から出土した縄文時代晩期土器の底

部外面に布目痕がある資料を２点確認し，調査を行った。

����

　挿図２９－Ｎｏ．１２７－Ｅ類　半粗半精製土器ほか１点

������

　双眼実態顕微鏡（１０～６０倍）及びキーエンス社マイク

ロスコープ（～１００倍）よる観察と計測を行った。
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　１�四方あたり経１０本，緯１２．５本の布目と１本の表面

に約４本ほどの繊維が確認できた。

����

　組織痕は，縄文時代晩期から弥生時代早期に時期の土

器に多く，ほとんどが編布と網目である。しかし，今回

調査した組織痕は，状況から平織りが想定される。これ

までに，垂水市宮下遺跡で１�あたり６～７本，旧松元

町のフミカキ遺跡で１�四方あたり経１４本，緯１４本の平

織りの組織痕が確認されている。今回調査した布目痕は

フミカキ遺跡のものほどではないが緻密である。製作の

方法や素材は不明であるが，類例の増加によって今後明

らかになるであろう。
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　平成１９年度の調査で出土した縄文時代晩期の遺物の中

に春日式土器の底部１点が確認できた。また，平成２１年

度のⅥ層の調査において船元式土器２個体（第１０図１，２）

が近接して潰れた状態で出土した。ただし，局所的に２

個体が出土したのみで周囲での遺構検出・遺物出土は皆

無であった。この状況から，本遺跡において積極的に当

時の人々の生活を復元することは困難である。また，船

元式土器と春日式土器が出土しているが，出土地点がそ

れぞれ自然堤防と後背地で，約２０ｍ離れているために一

様に評価できない。型式の異なる土器が同時期に存在し

た可能性や生活の復元等は今後の調査の進展を踏まえて

検討しなければならないだろう。
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　該期の調査では，多くの成果が見られた。遺構は，円

形の土坑９基と埋設土器１基を検出した。土坑内遺物で

時期の認定が可能で，入佐式土器の終わりから黒川式土

器の時期と考えられる。ただし，土坑の用途については

断定できる状況でなく不明である。埋設土器は，底部に

打ち欠いた形跡と地層断面に明瞭な掘込みが見られない。

しかし，１個体の土器が転倒せずに土中に存在し，土圧

で土器は割れているがほぼ現位置に土器片が残存してい

る状況から埋設と判断した。埋設の用途を明らかにする

目的で自然化学分析で土器内の土壌分析を試みたが，リ

ン・カルシウムを多く含む物質は検出できなかった。

　包含層であるⅤ層からの出土遺物は，土器・石器とも

に豊富であった。出土した粗製の深鉢形土器は，ほとん

どが黒川式土器で，該期から増加するとされる組織痕が

外面に確認できる半粗半精製土器と赤色顔料の付着が見

られる精製の浅鉢が共に出土している。精製の浅鉢の中

には，口縁部と底部付近に沈線が施され，波状口縁を呈

する干河原段階が見られた。これは，さつま町虎居の一

ツ木Ａ遺跡で底部片の出土例があるが，今回の対岸の山

崎野町跡Ａの調査でも出土していることから，この地域

において広く分布する可能性があり，今後の調査研究の

進展が待たれる。さらに，Ｂ・Ｃ－１２・１３区付近におい

て刻目突帯文土器が相当数出土している。他にもごく少

量であるが上加世田式土器と入佐式土器が出土している。

なお，該期の壺形土器は出土遺物の中に見つけることは

できなかった。

　石器は，剥片石器から礫石器まで一通りの器種が出土

している。石鏃の中には小型のものや五角形鏃も見られ

た。石鏃の石材は，ほとんどが黒曜石で，腰岳産の黒曜

石に酷似する。石斧は，打製がほとんどで，器種別では，

出土数が最も多かった。扁平幅広で大型の打製石斧や小

型のものが出土し，様々な用途が想定できる。磨石も多

く出土している。砂岩・安山岩・花崗岩などを石材とし

ている。また，石錘が若干出土している。これら石器の

出土状況とその特徴から該期の生業が炭水化物を耕地に，

タンパク質を河川と山野に依存している状況をうかがい

知ることができる。
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　Ⅴ層の調査で縄文時代晩期の遺物に混在する状態で弥

生時代の土器片が出土した。弥生時代早期と考えられる

口縁部と胴部突帯に刻目をもつ甕形土器が出土している。

また，弥生時代前期の高橋式土器の壺（第５１図３６４，３６５）

が出土している。口縁部と胴部突帯に刻目をもつ甕形土

器については縄文時代晩期終末に出現する刻目突帯文土

器に非常に近い形態的特徴をもつものである。しかしな

がら，口縁部突帯が口唇部と一体となっている特徴で該

期遺物と判断した。第５章に記載してある放射性炭素年

代測定結果でも縄文時代晩期土器より新しい年代が示さ

れているが，差は僅かである。今後，南九州における弥

生時代開始時期の問題が検討されるときに整理される土

器型式であろう。

　古墳時代は，ごく少量の土器片しか出土しなかったが，

布留式に酷似する甕形土器が出土した。底部を欠く状態

であるが復元できた。在地の土器型式と異なることから

注目される。
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　該期の調査では，多くの成果が見られた。遺構は，円

形の土坑５基と柱穴状遺構（以下「ピット」と呼称。）

７８基を検出した。土坑埋土からは，土師甕，須恵器など

が出土し，埋土内の炭化物で放射性炭素年代を測定した

ところ９世紀末から１０世紀頃の結果を得た。ただし，土

坑の用途については断定できる状況でなく不明である。

ピットは土坑を検出した周辺で多く検出し，埋土からは

土師器破片等が出土している。また，根石をもつピット

も１基あった。これらピットについては，発掘時に配置

を検討したが，建物を構成するような状況を確認できな

かった。

　包含層であるⅣ層からの出土遺物は，土師器・土師甕・

内黒土師器・須恵器・輸入陶磁器・土錘であった。土師

器は， が多く出土した。底部には様々な形態的特徴を

見いだせた。充実高台は少なく，高台をもつ個体が多い。

また，高台の高さ・開き具合にも差が認められた。内黒

土師器がある程度まとまって出土したことから，伊佐市

菱刈町の遺跡に多く見られる赤色高台をもつ個体の有無

を確認してみた。しかし，１つも見られなかったことから，

赤色高台の出土遺跡分布域が南へ広がる状況は，とらえ

られなかった。
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　９世紀後半から１０世紀前半頃には，「越州窯系青磁」

という中国から輸入された焼物がある。本県ではこれま

でに３０数か所で発見されているが，実はこのうち３か所

が川内川激特関連事業に関する調査によるものである。

このうち２か所は下鶴遺跡（伊佐市）と坂ノ下遺跡（薩

摩川内市）であり，残る１か所が本遺跡である。

　本遺跡においては，碗と水注の２種類が発見されてい

る。碗は大宰府分類（註）のⅠ類とⅡ類が発見されてい

るが，Ⅰ類は本県で多くみられるのに対してⅡ類はごく

少数であり，本遺跡での発見例は注目される。また，水

注に関してはさらに重要で，本県においては類例の少な

いものである。

　同時代の注目される遺物としては，緑釉陶器（越州窯

系青磁を模したとされる国産陶器）もあげられる（小片

のため実測せず）。本県では約２０か所で発見されており，

これについても，下鶴遺跡でも発見されている。

　以上のように越州窯系青磁・緑釉陶器は出土遺跡があ

る程度限定される傾向があるが，この点については堀田

孝博氏による指摘がある。堀田氏は，この時期の陶磁器

の多くが川内川流域に分布することを明らかにし，「薩摩

国北西部から日向国諸県郡西部（加久藤盆地）に至るルー

ト」として「川内川ルート」を暗示するものとする（堀

田２０１０）。この指摘は，まさに今回の川内川激特事業に

伴って調査された３遺跡から当該遺物が出土していると

いう事実からも裏付けられるものといえよう。

　本県第１位の河川である川内川は，戦後まもなくの頃

まで物流において重要な役割を担っていたわけであるが，

当該遺物の発見によって古代には重要な幹線となってい

た可能性が高いということが明らかとなったといえよう。
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　縄文時代晩期に石錘があったように該期においても土

錘が出土し，その数は７４を数える。川内川での漁労をう

かがわれる遺物である。土錘の出土位置についてはグ

リッド一括で集計し，出土量に応じた重み付けを行い，

第１２３図に表した。出土範囲は，包含層であるⅣ層の残

存が確認されている自然堤防の後背地に限られ，中でも

最も多く出土しているのはＢ－３区である。Ｂ・Ｃ－３・

４区は，土坑とピットが多く検出した場所であることか

ら，土錘と遺構には何らかの関連があると思われる。
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　周囲に礫がなく，およそ水平に礫が集積されている状

況が明瞭であった７基を礫集積と呼称し，調査を行った。

古代の遺構検出面より若干高い標高で検出し，６号礫集積

から採取した炭化物の放射性炭素年代を測定したところ，

１６世紀と１７世紀頃の結果が出ていることから，該期の遺

構と判断した。調査終了時の状況からは，用途を想定す

ることは困難である。今後の類例の増加をもって検討を

加えなければならないだろう。

　包含層は確認していないが，表採，表土中から該期の

遺物を確認した。青磁，白磁，青花・染付，陶器，須恵

質土器，石製品など多様な遺物であるが量は少ない。
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　該期の状況は，Ｄ－６区～Ａ－１０区の調査で明らかに

なった。耕作等での土地利用がうかがわれる畝状遺構や

水田跡などの遺構を検出した。古い地籍図にも建物等の

構築物はなく耕作地であったことが記されている。対岸

の山崎野町は近世から野町として栄え，町家が並び，近

代には，製糸工場があった痕跡が今回の調査で確認され

ているが，それとは対称的である。
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　北側調査区で押型文土器，塞ノ神式土器，苦浜式土器

などが出土した。押型文土器はつぶれたように集中して

出土したものを，口縁部を除いてほぼ完形に復元できた。

遺構では集石１基を検出した。この中には炭化物や掘り

こみは確認できず，平地に礫を集めたような状態で検出

したことから，調理など生活の手段として使用された可

能性は低い。

　当地は，川内川と久富木川に挟まれる河岸段丘上にあ

り標高およそ２０ｍ，川内川の川面からはおよそ５ｍの高

さがある。土層は単純な火山灰層や腐植土層の重なりで

はなく砂質の土壌である。遺物の出土状況をみると，洪

水等の影響が大きいと思われるが，幅広い時代の遺物が

混在して出土しており，定住する場としては適していな

かったのかもしれない。しかし，複数の土器型式が見ら

れることから，この時代からすでにこの地で人の往来が

あったことは確かである。
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　全体の遺物数としては多くないが，すべての時期にわ

たり多様な土器が出土した。縄文時代前期では曽畑式，

大歳山式，深浦式など，中期では船元式，春日式，並木

式，後期では出水式，西平式，晩期では黒川式，刻目突

帯文土器などである。これらの多くが南側調査区で出土

している。

　発掘調査では，各時代の包含層を明確に分けることが

できなかった。ほとんどの遺物がⅡ層・Ⅲ層に集中し，

両者の色調や土質に大きな差が見られなかったためであ

る。南側調査区の取上げデータをもとに，該期の掲載土

器の標高値を図化したものが第１２１図及び第１２２図である。

幅広い時代の遺物が混在する状況で出土していることが

よくわかる。

　そのため，出土遺物を見通し，それぞれの特徴をもと

に整理した。この作業の中で，すべての時代にわたって

人の活動があったことをうかがい知ることができた。

　これらの中で特筆すべきところは，県内での出土例が

少ない大歳山式土

器が５点，並木式土

器が１７点出土して

いる点であろう。大

歳山式土器は口縁

部のみで，同一個体

のものであると考

えられる。胎土には

わずかながら細か

い雲母や火山ガラ

スが含まれており，在地の土を用いた可能性も考えられ

る。並木式土器は，口縁部を中心に胴部の一部が出土し

た。今回は復元するに至らなかったが，同一個体のもの

と考えられる。胎土に滑石が多く含まれ，銀色に近い光

沢を持つことから持ち込みの可能性が高い。指ナデ文様

の間に二叉状の刺突具で押引き文様が描かれており，口

縁部付近には補修孔も残っている。

　前項でもふれたが，層位は全体として砂層で乱れてお

り，遺構を検出することはできなかった。しかし，遺跡

立地が２つの河川の合流点であることを前提に考えると，

漁業活動の拠点あるいは河川利用の中継地や野営地的機

能などが想定できる。川の対岸に所在する二渡船渡ノ上

遺跡では，縄文時代晩期に石錘が１８点出土していること

や，当地でも晩期の遺物が他の時期に比べて格段に多い

ことからもこの傾向は裏付けられる。
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　遺物量としては多くないが，限られた範囲内に甕や壺

などが集中して出土した。遺構と認定できるような痕跡

は確認できなかったが，復元できた甕が２個体，壺が１

個体となった。これらはＪ－７～９区に集中しており，

北側調査区ではＱ－１５区，Ｒ－１９区などで数点出土した

だけである。

　南側調査区は，東南方向に階段状の耕作地を形成して

おり，最上部にあたるＪ～Ｌ－７～９区が後世の削平を

受けていなかった。遺物の状況から考えると該期にも盛

んに人の交流があったと思われる。
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　Ｑ－１７区で掘立柱建物跡１棟を検出した。庇をもつ３

間×２間の建物である。近世以降のものとみられる礎石

建物跡等と軸の向きが合っているが，遺跡の地形を見る

と自然な配置であることや他の類例などから該期のもの

と判断した。南側調査区も含めて掘立柱建物跡は１棟の

みで，そのほかの遺構は確認されなかった。

　遺物は両調査区で４１点の土師器と２点の須恵器が出土

した。土師器はろくろ成形によるものが１点出土してい

る。
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　第２章でふれたように，藩政時代は島津氏の直轄地で

あり，遺跡北側には地頭仮屋・名頭屋敷・部当部屋など

が並び，遺跡付近には日記所，山崎輿御倉があった。ま

た，当時から養蚕が盛んで大正時代末まで続いたとされ

ている。今回の調査で，これらの記録を断片的ではある

が確認することができた。

　遺構は礎石建物跡や布基礎などが検出された。礎石建

物跡はいずれも性格の異なる建造物であったと思われる。

礎石建物跡１号や３号は礎石の配置や大きさなどからか

なりの重量を支える構造であったと推定される。布基礎

としたものはクランク状の石列に相応する柱穴は確認で

きず，用途を断定するには至らなかった。遺構内と断定

できる遺物や炭化物が得られなかったため，これらの遺

構の時期を判断することは困難であるが，第３図の山崎

輿御倉や，記録に残る製糸場に関係するものである可能

性は高い。

　出土遺物を見ると，白薩摩に染付を施した堅野産土瓶，

比較的上手な肥前産大皿のほか，京焼の色絵碗などが見

られる。これらは，出土数が少ないものの鹿児島城下で

は身分の高い武家屋敷跡などから多く出土しているもの

である。川内川に面し，交通の要所でもあったこの地域

が栄えていた様子が偲ばれる。また，煮繭鍋が出土した

こともこの地で養蚕が盛んだったこと，製糸工場があっ

たことを裏付けるものである。
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　二渡船渡ノ上遺跡は，県営中山間地域総合整備事業に

伴い，平成１２年に旧宮之城町が記録保存調査を実施し，

調査を終了している。また，新山崎橋の架け替えに伴い

試掘調査を平成２１年１２月実施し，遺跡の有無を確認した。

その結果，川内川右岸の山崎橋から上流側の住宅地２筆

においては，遺跡が残存していないことが明らかになっ

た。これらのことから，今回の二渡船渡ノ上遺跡の記録

保存調査を含めると，現時点で遺跡が残存している可能

性がある範囲は，第１２３図ａに示すとおりである。

　山崎野町跡は，東橋がかかる久富木川右岸を平成２１年

９月に記録保存調査を実施し，調査を終了している。こ

れらのことから，今回の山崎野町跡Ａの記録保存調査を

含めると，現時点で山崎野町跡として遺跡が残存してい

る可能性がある範囲は，第１２３図ｂに示すとおりである。

　今後，上記２遺跡の未調査範囲及び周辺において，現

状を変更することとなるような開発行為等を計画する際

は，事前に当該自治体の教育委員会と協議を行い，文化

財保護法に基づく適切な対応を取らなければならない。
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（網フセが遺跡の残存範囲）

�

　ここでは大宰府分類（太宰府市教育委員会２０００）を用

いる。大宰府分類とは，大宰府の調査研究で整理された

もので，九州で用いられることの多い分類基準である。

����

堀田孝博２０１０「物の動きから見た都城盆地の境界性ー古

代後半期の陶磁器類を中心としてー」地方史研究協議会

編『南九州の地域形成と境界性ー都城からの歴史像ー』

雄山閣
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